
3.4 備前市における実証調査 

3.4.1 実施準備 

1) 地域会議の実施 

以下の通り全4回開催した。以降に各回の議事内容を掲載する。 

 

表 地域会議の実施状況 

 
日時・ 

場所 
議事内容 

第1回 2018/9/26 

15:00-16:45 

備前市役所  

 

【協議事項】 

・運行ルート・サービス内容等 

・関係機関との調整状況 

・利用対象者への周知・広報計画 

・実証期間 

・効果検証の方法 

・イベント等での実施内容 

【次回までの調整・準備事項】 

・車両充電や運転手等の計画 

・現場検証（リスク確認） 

・周知広報の実施内容 

・関係機関との調整（運輸支局、備前市公共交通会議、県道管理者、通学

路） 

・アンケートの調査票及び調査方法 

・車両保管場所、充電電源の確認 

第2回 2018/10/12 

10:00-12:00 

備前市役所 

 

〔現場確認〕 

2018/10/12 

14:00-16:30 

備前市鶴海地

区 備前市総

合運動公園 

【協議事項】 

・実証期間の確認 

・実証運行のルート・サービス内容等 

・利用対象者への周知・広報計画 

・イベント等での実施内容 

・関係機関との調整状況 

・効果検証方法 

・必要インフラの確認 

・緊急連絡体制の確認 

【次回までの調整・準備事項】 

・デマンド予約方法の調整 

・運行計画、運行スケジュールの調整 

・車両の搬入搬出計画 

・運行日誌、アンケート等の調査方法 
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日時・ 

場所 
議事内容 

第3回 2018/10/26 

11:00-12:00 

13:00-16:00 

NPO法人スマ

イル・つるみ

事務所 

【協議事項】 

・実証調査の準備状況 

・効果検証方法 

・イベント等での実施内容 

【次回までの調整・準備事項】 

・出発式の予定 

・初日のマスコミ対応 

・国交省視察（11/8）の詳細 

第4回 2018/12/3 

10:00 

NPO法人スマ

イル・つるみ

事務所 

【協議事項】 

・実証調査結果の共有（利用者数、アンケート結果） 

・地域課題解決に対する有効性 

・実証調査で確認された課題 

・事業化に向けた展望と課題 

・次年度以降の予定 

 

 

2) 実施計画書の作成 

作成した実施計画書を次頁以降に掲載する。 
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1

平
成

30
年

度
グ

リ
ー

ン
ス

ロ
ー

モ
ビ

リ
テ

ィ
の

活
用

検
討

に
向

け
た

実
証

調
査

支
援

事
業

実
施

計
画

書

実
証

地
域

岡
山

県
備

前
市

鶴
海

事
業

名
称

鶴
海

お
出

か
け

ち
ょ

い
乗

り
カ

ー
ト

運
行

事
業

【
1
. 実

証
調

査
の

背
景

・
目

的
】

【
2
. 実

証
調

査
の

概
要

】

【
3
. 実

証
調

査
の

詳
細

】
3
.1

運
用

エ
リ

ア
、

3
.2

運
用

方
法

、
3
.3

実
施

体
制

、
3
.4

関
係

機
関

と
の

調
整

状
況

、
3
.5

事
業

化
に

向
け

た
検

討
、

3
.6

そ
の

他

※
「
3
.6

そ
の

他
」
に

つ
い

て
は

任
意

記
載

項
目

と
す

る

3-75



2

地
域

の
概

況
（
特

に
地

域
交

通
の

状
況

）

・
実

証
調

査
を

行
う

備
前

市
鶴

海
地

区
の

人
口

は
9
3
8
人

、
世

帯
数

は
3
7
1
世

帯
（
2
0
1
5
年

国
勢

調
査

）
で

、
古

く
か

ら
米

や
果

樹
（
ぶ

ど
う

）
の

栽
培

が
盛

ん
な

地
域

で
あ

る
。

・
鶴

海
地

区
の

高
齢

化
率

は
4
5
.5

％
で

、
備

前
市

の
高

齢
化

率
3
6
.3

％
を

大
幅

に
上

回
っ

て
い

る
。

（
2
0
1
5
年

国
勢

調
査

か
ら

算
定

）
・
鶴

海
地

区
で

食
料

品
等

を
扱

う
商

店
は

１
軒

の
み

で
、

高
齢

者
の

見
守

り
を

兼
ね

た
移

動
ス

ー
パ

ー
が

週
１

回
訪

れ
る

。
・
地

区
に

は
内

科
と

歯
科

の
診

療
所

が
あ

る
が

、
と

も
に

医
師

は
高

齢
で

後
継

者
は

不
在

。
・
最

寄
の

鉄
道

駅
（
Ｊ
Ｒ

長
船

駅
[瀬

戸
内

市
]

）
ま

で
は

片
道

約
1
0
km

。
平

日
は

Ｊ
Ｒ

長
船

駅
へ

1
日

7
便

、
市

役
所

や
ス

ー
パ

ー
、

病
院

の
あ

る
片

上
（
片

道
1
1
km

）
へ

1
日

8
便

、
シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
モ

ー
ル

「
海

の
駅

」
（
片

道
約

6
km

）
を

経
由

し
て

吉
永

へ
1
日

6
便

の
市

営
バ

ス
が

運
行

さ
れ

て
い

る
。

・
地

区
に

唯
一

の
ガ

ソ
リ

ン
ス

タ
ン

ド
は

、
数

年
前

に
廃

業
し

、
最

寄
の

ス
タ

ン
ド

は
約

1
0
ｋ
ｍ

離
れ

て
い

る
。

・
小

学
校

は
地

元
に

あ
る

が
、

中
学

生
は

片
道

約
1
0
ｋ
ｍ

を
ス

ク
ー

ル
バ

ス
で

通
学

し
て

い
る

。
部

活
動

等
の

た
め

早
出

や
帰

宅
が

遅
く
な

る
高

校
生

は
、

バ
ス

利
用

が
難

し
い

（
長

船
駅

発
最

終
1
8
：
2
5
）
た

め
、

朝
晩

車
で

駅
ま

で
送

り
迎

え
を

す
る

家
庭

が
多

い
。

地
域

課
題

と
解

決
に

向
け

た
方

向
性

鶴
海

地
区

は
、

通
院

や
買

物
な

ど
の

日
常

生
活

に
車

が
不

可
欠

と
い

う
典

型
的

な
中

山
間

地
域

で
あ

る
た

め
、

運
転

免
許

の
返

納
に

踏
み

切
れ

な
い

高
齢

者
が

非
常

に
多

い
。

ま
た

、
独

居
や

高
齢

夫
婦

の
み

の
世

帯
が

多
く
、

免
許

返
納

後
の

外
出

手
段

は
バ

ス
か

タ
ク

シ
ー

と
な

る
が

、
バ

ス
の

走
る

県
道

か
ら

各
集

落
に

向
か

っ
て

上
り

坂
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

虚
弱

な
高

齢
者

に
と

っ
て

は
車

な
し

で
の

買
物

は
重

労
働

で
あ

り
、

ま
た

タ
ク

シ
ー

を
頻

繁
に

利
用

で
き

る
ほ

ど
経

済
的

に
余

裕
の

あ
る

世
帯

は
少

な
い

。

当
地

区
は

、
平

日
は

上
下

そ
れ

ぞ
れ

1
3
便

の
市

営
バ

ス
が

運
行

さ
れ

て
お

り
、

各
集

落
と

バ
ス

停
を

結
ぶ

交
通

手
段

が
あ

れ
ば

、
市

営
バ

ス
の

活
性

化
は

も
ち

ろ
ん

、
地

域
住

民
の

お
出

か
け

の
利

便
性

の
向

上
、

生
活

の
質

（
Ｑ

Ｏ
Ｌ

）
の

向
上

の
ほ

か
、

高
齢

者
の

介
護

予
防

の
効

果
も

期
待

で
き

る
。

特
に

小
回

り
の

利
く
グ

リ
ー

ン
ス

ロ
ー

モ
ビ

リ
テ

ィ
は

、
細

い
路

地
や

坂
道

が
多

く
、

ガ
ソ

リ
ン

ス
タ

ン
ド

の
な

い
鶴

海
地

区
で

の
活

用
に

適
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

鶴
海

地
区

で
は

「
N

P
O

法
人

ス
マ

イ
ル

・
つ

る
み

」
を

中
心

に
、

さ
ま

ざ
ま

な
地

域
課

題
の

解
決

に
地

域
自

ら
が

取
り

組
む

基
盤

が
あ

り
、

将
来

的
に

は
鶴

海
地

区
を

モ
デ

ル
と

し
て

、
地

域
の

お
出

か
け

を
住

民
主

体
で

確
保

す
る

仕
組

づ
く
り

を
進

め
た

い
と

考
え

て
い

る
。

な
お

、
第

２
次

備
前

市
総

合
計

画
（
後

期
基

本
計

画
）
に

は
、

ま
ち

づ
く
り

と
合

わ
せ

た
共

助
に

よ
る

輸
送

方
法

の
検

討
を

明
記

し
て

お
り

、
ま

た
備

前
市

地
域

福
祉

計
画

・
地

域
福

祉
活

動
計

画
に

は
、

外
出

支
援

に
取

り
組

む
団

体
に

対
す

る
支

援
や

地
域

の
支

え
合

い
活

動
の

推
進

等
に

つ
い

て
明

記
し

て
い

る
。

【
1

実
証
調
査
の
背
景
・
目
的
】

3-76



3

【
2

実
証
調
査
の
概
要
】

実
証

の
全

体
像

実
証

調
査

で
は

、
有

償
運

送
と

し
て

の
運

行
と

登
録

不
要

な
高

齢
者

の
サ

ロ
ン

送
迎

の
付

き
添

い
支

援
の

両
方

を
想

定
し

て
い

る
。

有
償

運
送

の
想

定
と

し
て

は
、

朝
便

と
し

て
指

定
し

た
バ

ス
７

便
に

つ
い

て
、

自
宅

か
ら

バ
ス

停
ま

で
電

話
予

約
に

よ
る

オ
ン

デ
マ

ン
ド

方
式

の
送

り
を

、
ま

た
昼

便
と

し
て

指
定

し
た

バ
ス

6
便

に
つ

い
て

、
バ

ス
停

か
ら

自
宅

付
近

ま
で

予
約

な
し

で
の

送
り

を
行

う
。

運
転

者
と

利
用

者
が

感
じ

る
「
乗

り
や

す
さ

」
や

「
乗

り
心

地
」
な

ど
の

実
車

の
意

見
や

感
想

を
集

約
し

、
グ

リ
ー

ン
ス

ロ
ー

モ
ビ

リ
テ

ィ
の

特
性

が
鶴

海
地

区
に

適
合

し
て

い
る

か
ど

う
か

を
総

合
的

に
検

証
す

る
。

ま
た

、
高

齢
者

の
サ

ロ
ン

送
迎

の
付

き
添

い
支

援
の

想
定

で
は

、
１

１
月

３
日

（
土

）
開

催
予

定
の

「
コ

ー
ヒ

ー
サ

ロ
ン

」
へ

の
高

齢
者

の
送

迎
を

通
じ

て
、

N
P

O
法

人
の

会
員

を
中

心
に

乗
降

時
の

介
助

等
の

体
験

実
習

を
行

い
た

い
と

考
え

て
い

る
。

さ
ら

に
、

１
１

月
１

０
日

（
土

）
に

開
催

予
定

の
「
市

民
ふ

れ
あ

い
福

祉
ま

つ
り

・
こ

ど
も

応
援

フ
ェ

ス
タ

」
で

は
、

会
場

の
備

前
市

総
合

運
動

公
園

内
を

フ
リ

ー
乗

降
で

巡
行

し
、

高
齢

者
や

小
さ

な
子

ど
も

を
対

象
と

し
た

体
験

乗
車

を
通

じ
て

、
グ

リ
ー

ン
ス

ロ
ー

モ
ビ

リ
テ

ィ
を

広
く
市

民
へ

周
知

す
る

こ
と

を
考

え
て

い
る

。

実
証

に
よ

り
実

現
を

目
指

す
地

域
交

通
の

将
来

像

鶴
海

地
区

で
は

、
誰

も
が

住
み

慣
れ

た
場

所
で

本
人

の
自

由
な

選
択

の
も

と
、

と
も

に
支

え
あ

い
な

が
ら

自
立

し
た

生
活

が
で

き
る

地
域

づ
く
り

を
目

指
し

て
い

る
。

地
域

住
民

の
さ

ま
ざ

ま
な

困
り

ご
と

の
解

決
に

向
け

た
支

援
を

行
っ

て
い

る
N

P
O

法
人

ス
マ

イ
ル

・
つ

る
み

は
、

住
民

の
お

出
か

け
対

策
と

し
て

、
ま

ず
は

登
録

不
要

の
サ

ロ
ン

等
へ

の
付

き
添

い
支

援
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

を
考

え
て

い
る

が
、

有
償

運
送

を
想

定
し

た
実

証
調

査
か

ら
高

齢
者

以
外

の
ニ

ー
ズ

も
把

握
し

た
う

え
で

、
あ

る
べ

き
地

域
交

通
の

具
体

化
と

実
施

体
制

の
確

立
に

向
け

て
協

議
を

進
め

て
い

く
。

全
市

的
に

は
、

グ
リ

ー
ン

ス
ロ

ー
モ

ビ
リ

テ
ィ

の
特

性
を

生
か

し
て

、
駅

や
バ

ス
停

な
ど

の
公

共
交

通
の

拠
点

か
ら

自
宅

ま
で

の
ラ

ス
ト

ワ
ン

マ
イ

ル
を

地
域

自
ら

補
完

す
る

仕
組

を
構

築
し

、
自

宅
か

ら
最

寄
の

地
域

交
通

の
拠

点
ま

で
、

多
少

の
距

離
や

高
低

差
が

あ
っ

て
も

あ
き

ら
め

ず
に

外
出

で
き

る
よ

う
な

「
地

域
独

自
の

交
通

手
段

」
を

市
内

各
地

に
広

げ
て

い
き

た
い

。

住
民

主
体

の
取

組
に

つ
い

て
は

地
域

ご
と

に
温

度
差

が
あ

る
た

め
、

現
在

備
前

市
内

１
０

地
区

で
設

置
を

進
め

て
い

る
「
ま

ち
づ

く
り

会
議

」
を

活
用

し
、

地
域

に
適

し
た

持
続

可
能

な
公

共
交

通
、

外
出

支
援

等
に

つ
い

て
の

将
来

像
を

検
討

・
具

体
化

し
、

市
民

、
事

業
者

、
行

政
の

そ
れ

ぞ
れ

の
役

割
を

明
確

に
し

た
う

え
で

、
み

ん
な

に
親

し
ま

れ
る

地
域

交
通

の
体

系
を

構
築

し
て

い
く
。

鶴
海

お
出

か
け

ち
ょ

い
乗

り
カ

ー
ト

運
行

事
業
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4

【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.1

運
用
エ
リ
ア
】

（
1
）
平
日
（
月
～
金
）

朝
便
：
自
宅
→
バ
ス
停
、
昼
便
：
バ
ス
停
→
自
宅

⾞
両

保
管

場
所

搬
⼊

搬
出

場
所

商
店

⼤
松

屋

⼩
林

内
科

医
院

N
PO

事
務

所
⼩

林
⻭

科
医

院

 
 

停
 鶴

海
⾞

庫
 

鶴
海

郵
便

局

－
凡

例
－

バ
ス

停
⽬

的
地

関
連

施
設

通
⾏

不
可

区
間

約
1,

10
0ｍ

約1,000ｍ

50
10
0

15
0

20
0

0

 
 

停
 鶴

海
⾞

庫
 

運
⽤

エ
リア

鶴
海

地
区

※
予

約
に

空
き

が
あ

る
場

合
、

地
区

内
 

医
院

 郵
便

局
 

商
店

を
⽬

的
地

とす
る

⻑
船

⽅
⾯

⽚
上

⽅
⾯ 穂

浪
経

由
吉

永
⽅

⾯

主
要

地
⽅

道
備

前
⽜

窓
線

県
道

鶴
海

港
線

3-78



5

⾞
両

保
管

場
所

搬
⼊

搬
出

場
所

商
店

⼤
松

屋

⼩
林

内
科

医
院

N
PO

事
務

所
⼩

林
⻭

科
医

院

 
 

停
 鶴

海
⾞

庫
 

鶴
海

郵
便

局

－
凡

例
－

バ
ス

停
⽬

的
地

関
連

施
設

通
⾏

不
可

区
間

約
1,

10
0ｍ

約1,000ｍ

50
10
0

15
0

20
0

0

 
 

停
 鶴

海
⾞

庫
 

運
⽤

エ
リア

鶴
海

地
区

⻑
船

⽅
⾯

⽚
上

⽅
⾯ 穂

浪
経

由
吉

永
⽅

⾯

【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.1

運
用
エ
リ
ア
】

（
2
）
コ

ー
ヒ

ー
サ

ロ
ン

送
迎

エ
リ

ア
【
1
1
/
3
（
土

）
】

参
加

者
の

送
迎

（
希

望
者

）
NP

O
会

員
等

 
乗

降
介

助
体

験

主
要

地
⽅

道
備

前
⽜

窓
線

県
道

鶴
海

港
線

3-79



6

【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.1

運
用
エ
リ
ア
】

（
3
）
市

民
ふ

れ
あ

い
福

祉
ま

つ
り

・
こ

ど
も

応
援

フ
ェ

ス
タ

【
1
1
/
1
0
（
土

）
午

前
】

会
場

：
備

前
市

総
合

運
動

公
園

3-80



7

実
施

期
間

平
成

3
0
年

1
0
月

2
9
日

（
月

）
～

1
1
月

1
0
日

（
土

）
①

平
日

1
0
月

2
9
日

（
月

）
～

1
1
月

2
日

（
金

）
、

1
1
月

5
日

（
月

）
～

1
1
月

9
日

（
金

）
②

サ
ロ

ン
送

迎
1
1
/
3
（
土

）
③

市
民

ふ
れ

あ
い

福
祉

ま
つ

り
・
こ

ど
も

応
援

フ
ェ

ス
タ

1
1
/
1
0
（
土

）
※

日
曜

日
は

運
行

休
止

運
行

ル
ー

ト

①
朝

便
：
自

宅
→

バ
ス

停
『
鶴

海
車

庫
』

昼
便

：
バ

ス
停

『
鶴

海
車

庫
』
→

自
宅

※
朝

便
は

前
日

ま
で

の
デ

マ
ン

ド
予

約
、

昼
便

は
予

約
無

※
予

約
に

空
き

が
あ

る
場

合
、

地
区

内
の

医
院

、
郵

便
局

、
商

店
を

目
的

地
と

す
る

※
バ

ス
停

を
優

先
と

し
た

予
約

、
運

行
を

行
う

②
自

宅
⇔

サ
ロ

ン
（
N

P
O

事
務

所
鶴

寿
荘

）
③

備
前

市
総

合
運

動
公

園
内

使
用

車
両

ゴ
ル

フ
カ

ー
ト

7
人

乗
り

2
台

（
ヤ

マ
ハ

）

運
転

手
①

・
②

”
N

P
O

法
人

ス
マ

イ
ル

・
つ

る
み

“
の

メ
ン

バ
ー

7
名

、
③

備
前

市
職

員
8
名

車
両

保
管

場
所

N
P

O
事

務
所

近
く
の

倉
庫

（
屋

根
あ

り
）
、

イ
ベ

ン
ト

時
は

備
前

市
総

合
運

動
公

園

利
用

者
確

保
方

法

1
）
鶴

海
地

区
内

の
全

戸
（
約

3
3
0
世

帯
）
を

対
象

に
チ

ラ
シ

を
配

布
2
）
N

P
O

メ
ン

バ
ー

（
約

3
0
名

）
に

よ
る

積
極

的
な

周
知

活
動

3
）
備

前
市

広
報

“
広

報
び

ぜ
ん

”
に

掲
載

効
果

検
証

方
法

1
）
運

行
日

誌
（
利

用
便

と
利

用
人

数
、

そ
の

他
気

づ
き

）
2
）
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
実

証
内

容
及

び
車

両
の

評
価

等
）

3
）
G

P
S
調

査
（
走

行
ル

ー
ト

・
距

離
の

把
握

）
4
）
運

行
関

係
者

（
N

P
O

）
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

（
工

夫
し

た
点

、
事

業
化

に
向

け
た

課
題

等
）

【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.2

運
用
方
法
】

（
1
）
運
行
概
要

3-81



8

【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.2

運
用
方
法
】

（
2
）
運
行
ダ
イ
ヤ

①
平
日
〔
月
～
金
〕

時
間

帯
便

数
グ

リ
ス

ロ
出

発
地

グ
リ

ス
ロ

目
的

地
市

営
バ

ス

鶴
海

バ
ス

停
へ

の
送

り
【
朝

便
】

1
便

予
約

者
の

自
宅

鶴
海

車
庫

7
：
2
2
着

【
バ

ス
7
：
2
7
発

】
東

鶴
山

線
長

船
駅

行
き

2
便

予
約

者
の

自
宅

鶴
海

車
庫

7
：
3
2
着

【
バ

ス
7
：
3
7
発

】
東

鶴
山

線
片

鉄
片

上
行

き

3
便

予
約

者
の

自
宅

鶴
海

車
庫

8
：
0
8
着

【
バ

ス
8
：
1
3
発

】
東

鶴
山

線
片

鉄
片

上
行

き

4
便

予
約

者
の

自
宅

鶴
海

車
庫

8
：
4
0
着

【
バ

ス
8
：
4
5
発

】
東

鶴
山

線
長

船
駅

行
き

5
便

予
約

者
の

自
宅

鶴
海

車
庫

9
：
2
3
着

【
バ

ス
9
：
2
8
発

】
東

鶴
山

線
片

鉄
片

上
行

き

6
便

予
約

者
の

自
宅

鶴
海

車
庫

9
：
5
4
着

【
バ

ス
9
：
5
9
発

】
南

北
・
閑

谷
学

校
の

ぞ
み

線
吉

永
駅

行
き

7
便

予
約

者
の

自
宅

鶴
海

車
庫

1
0
：
1
5
着

【
バ

ス
1
0
：
2
0
発

】
東

鶴
山

線
長

船
駅

行
き

鶴
見

バ
ス

停
か

ら
自

宅
へ

の
送

り
【
昼

便
】

1
便

鶴
海

車
庫

1
0
：
5
3
発

【
バ

ス
1
0
：
4
8
着

】
自

宅
へ

の
送

り
南

北
・
閑

谷
学

校
の

ぞ
み

線
青

石
行

き

2
便

鶴
海

車
庫

1
1
：
0
3
発

【
バ

ス
1
0
：
5
8
着

】
自

宅
へ

の
送

り
東

鶴
山

線
片

鉄
片

上
行

き

3
便

鶴
海

車
庫

1
1
：
5
3
発

【
バ

ス
1
1
：
4
8
着

】
自

宅
へ

の
送

り
南

北
・
閑

谷
学

校
の

ぞ
み

線
青

石
行

き

4
便

鶴
海

車
庫

1
2
：
1
5
発

【
バ

ス
1
2
：
1
0
着

】
自

宅
へ

の
送

り
東

鶴
山

線
長

船
駅

行
き

5
便

鶴
海

車
庫

1
3
：
2
3
発

【
バ

ス
1
3
：
1
8
着

】
自

宅
へ

の
送

り
東

鶴
山

線
片

鉄
片

上
行

き

6
便

鶴
海

車
庫

1
3
：
4
8
発

【
バ

ス
1
3
：
4
3
着

】
自

宅
へ

の
送

り
南

北
・
閑

谷
学

校
の

ぞ
み

線
青

石
行

き

“
鶴

海
車

庫
”
の

北
側

バ
ス

停
（
東

進
）

南
側

バ
ス

停
（
西

進
）

3-82



9

＜
備

前
市

営
 

 
路

線
図

＞
 対

象
 

 
路

線
 

③
東

鶴
⼭

線
（

⽚
鉄

⽚
上

 
⻑

船
駅

）
⑦

南
北

 閑
⾕

 
 

 
線

（
吉

永
駅

 
伊

⾥
駅

 
⻘

⽯
）

【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.2

運
用
方
法
】

北
側

バ
ス

停
（東

進
）

南
側

バ
ス

停
（西

進
）

3-83



10

【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.2

運
用
方
法
】

（
2
）
運
行
ダ
イ
ヤ

②
コ
ー
ヒ
ー
サ
ロ
ン

1
1
/
3
（
土
）

1
1
時
開
会
～

1
4
時

頃
終

了

エ
リ

ア
運

行
便

出
発

到
着

備
考

県
道

北
側

（
1
号

車
）

行
き

1
便

利
用

者
の

自
宅

N
P

O
事

務
所

1
0
：
2
0

2
便

利
用

者
の

自
宅

N
P

O
事

務
所

1
0
：
5
0

帰
り

3
便

N
P

O
事

務
所

1
3
時

頃
利

用
者

の
自

宅

4
便

N
P

O
事

務
所

1
4
時

頃
利

用
者

の
自

宅

県
道

南
側

（
2
号

車
）

行
き

1
便

利
用

者
の

自
宅

N
P

O
事

務
所

1
0
：
2
0

2
便

利
用

者
の

自
宅

N
P

O
事

務
所

1
0
：
5
0

帰
り

3
便

N
P

O
事

務
所

1
3
時

頃
利

用
者

の
自

宅

4
便

N
P

O
事

務
所

1
4
時

頃
利

用
者

の
自

宅

（
3
）
運
行
ダ
イ
ヤ

③
市
民
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り

1
1
/
1
0
（
土
）

9
：
3
0
～
1
4
：
0
0

エ
リ

ア
便

数
駐

車
場

メ
イ

ン
会

場
備

考

園
内

東
側

（
1
号

車
）

約
1
5
分

間
隔

温
水

プ
ー

ル
駐

車
場

（
1
号

車
乗

り
場

）
体

育
館

前
メ

イ
ン

会
場

（
会

場
前

乗
降

場
）

園
内

西
側

（
2
号

車
）

約
1
5
分

間
隔

多
目

的
競

技
場

駐
車

場
（
2
号

車
乗

り
場

）

3-84



11

【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.2

運
用
方
法
】

（
3
）
周
知
・
広
報
計
画
〔
利
用
者

確
保
方

法
〕

鶴
海

区
長

会
・
9
/
2
9
鶴

海
区

長
会

で
区

長
（
総

区
長

ほ
か

6
区

長
）
へ

概
要

を
説

明
、

利
用

と
ア

ン
ケ

ー
ト

を
依

頼
・
皆

さ
ん

関
心

あ
り

、
協

力
的

な
雰

囲
気

チ
ラ

シ
配

布
・
鶴

海
地

区
内

の
全

戸
（
約

3
3
0
世

帯
）
を

対
象

に
チ

ラ
シ

を
配

布
※

1
0
/
1
5
の

週
か

ら
配

布

N
P

O
周

知
活

動
・
N

P
O

メ
ン

バ
ー

（
約

3
0
名

）
に

よ
る

地
区

住
民

へ
の

声
が

け

市
広

報
誌

・
備

前
市

広
報

誌
“
広

報
び

ぜ
ん

”
に

“
市

民
ふ

れ
あ

い
福

祉
ま

つ
り

の
体

験
試

乗
会

”
の

み
掲

載
※

1
0
月

末
市

内
全

戸
配

布

マ
ス

コ
ミ

・
1
0
/
1
1
市

政
記

者
会

（
マ

ス
コ

ミ
）
に

情
報

提
供

（
F
A

X
）

▼
チ

ラシ
（

NP
O

作
成

）
▼

市
⺠

 
 

 
 

福
祉

 
 

  
体

験
試

乗
会

 
告

知
（

備
前

市
広

報
誌

）

3-85
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【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.2

運
用
方
法
】

（
4
）
デ
マ
ン
ド
予
約
の
運
用

項
目

運
用

方
法

予
約

窓
口

“
N

P
O

法
人

ス
マ

イ
ル

・
つ

る
み

”
事

務
所

受
付

時
間

平
日

8
時

～
1
7
時

（
土

日
は

、
予

約
は

休
み

）

予
約

方
法

・
前

日
ま

で
に

電
話

予
約

①
名

前
、

②
自

宅
の

住
所

、
③

乗
り

た
い

日
、

④
乗

り
た

い
便

、
⑤

目
的

地
の

確
認

（
※

）
、

⑥
乗

車
場

所
（
自

宅
、

自
宅

近
く
の

目
印

）
、

※
バ

ス
停

『
鶴

海
車

庫
』
以

外
の

地
区

内
の

医
院

、
郵

便
局

、
商

店
を

希
望

す
る

場
合

、
一

旦
、

利
用

希
望

時
間

を
聞

い
て

お
き

、
前

日
の

運
行

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

で
調

整
し

た
対

応
可

能
時

間
を

利
用

者
に

連
絡

す
る

。

3-86
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【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.2

運
用
方
法
】

（
5
）
効
果
検
証
方
法
（
調
査

方
法
）

調
査

調
査

方
法

運
行

日
誌

・
利

用
便

毎
に

利
用

者
数

、
そ

の
他

気
づ

き
を

運
転

手
が

記
入

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
・
後

日
、

利
用

者
に

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
票

を
配

布
、

回
収

（
必

要
に

応
じ

て
聞

き
取

り
調

査
）

Ｇ
Ｐ

Ｓ
調

査
・
運

転
手

が
G

P
S
端

末
の

電
源

ス
イ

ッ
チ

を
操

作
・
G

P
S
端

末
の

回
収

交
換

（
備

前
市

、
週

2
回

）
・
G

P
S
端

末
の

デ
ー

タ
集

計
（
受

託
業

者
）

運
行

関
係

者
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

・
実

証
期

間
終

了
後

、
備

前
市

で
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施

電
源

O
N

O
F
F

▼
GP

S端
末

▼
ア

ンケ
ー

ト調
査

票
案

（
10

/2
5時

点
）

▼
運

⾏
⽇

誌

3-87
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【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.2

運
用
方
法
】

（
6
）
必
要
イ
ン
フ
ラ
等
の
確

認

項
目

内
容

車
両

・
ゴ

ル
フ

カ
ー

ト
7
人

乗
り

×
2
台

〔
全

長
3
,9

6
0

全
幅

1
,3

3
0

全
高

1
,8

4
0

最
少

回
転

半
径

4
.5

m
〕

保
管

場
所

①
N

P
O

事
務

所
近

く
の

倉
庫

②
備

前
市

総
合

運
動

公
園

内
の

セ
ン

タ
ー

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

の
倉

庫

充
電

設
備

①
N

P
O

事
務

所
近

く
の

倉
庫

の
電

源
：
2
0
0
V

×
2
口

、
差

込
口

コ
ン

セ
ン

ト
型

式
の

変
更

工
事

を
実

施
②

備
前

市
総

合
運

動
公

園
内

の
電

源
：
2
0
0
V

×
2
口

、
差

込
口

コ
ン

セ
ン

ト
型

式
及

び
電

圧
（
1
0
0
V

⇒
2
0
0
V

）
の

変
更

工
事

を
実

施

乗
降

場
所

①
『
鶴

海
車

庫
』
バ

ス
停

②
サ

ロ
ン

会
場

『
鶴

寿
荘

』
③

備
前

市
運

動
公

園
内

（
イ

ベ
ン

ト
時

）
④

そ
の

他
目

的
地

（
医

院
、

郵
便

局
、

商
店

）

▼
N

P
O

事
務

所
近

く
の

倉
庫

（
2
台

駐
車

可
）

▼
倉

庫
内

の
電

源
（
2
0
0
V

×
2
口

）

3-88
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【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.2

運
用
方
法
】

（
6
）
必
要
イ
ン
フ
ラ
等
の
確

認

▼
バ

ス
停

“
鶴

海
車

庫
”
（
目

的
地

）
▼

N
P

O
事

務
所

（
サ

ロ
ン

会
場

）
▼

地
区

内
の

商
店

（
目

的
地

）

▼
鶴

海
地

区
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ハ

ウ
ス

（
搬

入
搬

出
場

所
）

▼
備

前
市

総
合

運
動

公
園

内
の

通
路

▼
セ

ン
タ

ー
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
の

倉
庫

（
保

管
場

所
）

3-89
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【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.2

運
用
方
法
】

（
6
）
必
要
イ
ン
フ
ラ
等
の
確

認

▼
車

両
掲

示
（
後

部
A

3
サ

イ
ズ

）
▼

車
両

掲
示

（
前

部
A

4
サ

イ
ズ

）

▼
受

電
コ

ー
ド

と
差

込
口

▼
ゴ

ル
フ

カ
ー

ト
7
人

乗
り

3-90
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【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.2

運
用
方
法
】

（
7
）
搬
入
搬
出
、
保
管

、
移

送

項
目

日
時

場
所

手
順

と
担

当
者

搬
入

【
借

受
】

1
0
/
2
5
（
木

）
1
4
時

～
鶴

海
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ハ

ウ
ス

・
Y
M

P
C

が
ト

ラ
ッ

ク
で

搬
入

・
受

取
り

立
会

い
〔
備

前
市

職
員

〕
・
保

管
場

所
へ

の
移

動
〔
備

前
市

〕

搬
入

当
日

の
保

管
1
0
/
2
5
（
木

）
～

1
0
/
2
6
（
金

）
N

P
O

事
務

所
※

車
両

は
満

充
電

で
搬

入
〔
Y
M

P
C

〕

運
転

者
講

習
会

1
0
/
2
6
（
金

）
1
3
時

～
1
6
時

N
P

O
事

務
所

、
周

辺
道

路
・
Y
M

P
C

の
講

習
・
運

転
者

の
試

運
転

鶴
海

地
区

で
の

保
管

1
0
/
2
6
（
金

）
～

1
1
/
9
（
金

）
N

P
O

事
務

所
近

く
の

倉
庫

・
保

管
、

充
電

イ
ベ

ン
ト

会
場

へ
の

移
送

1
1
/
9
（
金

）
1
4
～

1
6
時

鶴
海

地
区

⇒
備

前
市

総
合

運
動

公
園

・
山

越
え

→
県

道
を

通
行

（
約

5
㎞

）
〔
備

前
市

職
員

2
名

〕
・
翌

日
イ

ベ
ン

ト
に

備
え

て
保

管
場

所
で

充
電

イ
ベ

ン
ト

会
場

で
の

保
管

1
1
/
9
（
金

）
～

1
1
/
1
0
（
土

）
セ

ン
タ

ー
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
の

倉
庫

・
保

管
、

充
電

鶴
海

地
区

へ
の

移
送

1
1
/
1
0
（
土

）
1
6
～

1
7
時

備
前

市
総

合
運

動
公

園
⇒

鶴
海

地
区

・
県

道
→

山
越

え
を

通
行

（
約

5
㎞

）
・
鶴

海
地

区
保

管
場

所
で

充
電

搬
出

【
返

却
】

1
1
/
1
2
（
月

）
9
時

3
0
分

～
鶴

海
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ハ

ウ
ス

・
保

管
場

所
か

ら
鶴

海
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ハ

ウ
ス

へ
移

動
・
Y
M

P
C

が
ト

ラ
ッ

ク
で

搬
出

・
受

取
り

立
会

い
〔
備

前
市

職
員

〕

3-91
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【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.2

運
用
方
法
】

（
8
）
運
転
者
講
習
会

日
時

1
0
月

2
6
日

（
金

）
1
3
時

～
1
6
時

場
所

N
P

O
事

務
所

、
周

辺
道

路

講
習

内
容

1
）
Y
M

P
C

の
講

習
（
約

4
0
分

）
2
）
運

転
手

の
試

運
転

3
）
乗

車
中

及
び

乗
降

時
の

介
助

講
習

（
社

会
福

祉
協

議
会

）

受
講

者

①
N

P
O

：
運

転
手

予
定

者
8
名

②
備

前
市

：
イ

ベ
ン

ト
時

運
転

手
予

定
者

1
0
名

③
備

前
市

社
会

福
祉

協
議

会
：
1
名

④
受

託
業

者
：
1
名

準
備

・
受

講
者

は
運

転
免

許
書

※
全

員
2
6
才

以
上

（
任

意
保

険
の

条
件

）

3-92
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【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.2

運
用
方
法
】

（
9
）
緊
急
時
連
絡
体
制

【鶴
海

地
区

実
証

調
査

】
NP

O
ス

マ
イル

・つ
る

み
信

宮
理

事
⻑

尾
崎

事
務

局
員

TE
L:

08
69

-6
5-

88
02

携
帯

：
09

0-
56

90
-7

66
7

【市
⺠

 
 

 
 

福
祉

 
 

 
グ

リス
ロ体

験
試

乗
会

】
責

任
者

榮
係

⻑
TE

L：
08

69
-6

4-
18

75
携

帯
：

09
0-

22
94

-6
87

5

【実
証

調
査

責
任

者
】

備
前

市
介

護
福

祉
課

今
脇

課
⻑

TE
L：

08
69

-6
4-

18
28

携
帯

：
09

0-
90

66
-0

70
1

【地
域

⽀
援

業
務

】
復

建
調

査
設

計
（

株
）

岡
⼭

⽀
社

主
担

当
吉

村
TE

L：
08

6-
22

2-
62

03
携

帯
：

09
0-

64
00

-6
04

6
副

担
当

⾦
沢

【実
証

調
査

実
施

機
関

】
国

⼟
交

通
省

環
境

政
策

課
三

重
野

課
⻑

補
佐

島
TE

L：
03

-5
25

3-
82

69

【備
前

警
察

署
】

TE
L：

08
69

-6
3-

01
10

【市
⽴

備
前

病
院

】
TE

L：
08

69
-6

4-
33

85

【東
備

消
防

組
合

】
TE

L：
08

69
-6

4-
11

19

【和
気

労
働

基
準

監
督

署
】

TE
L：

08
69

-9
3-

13
58

事
故

発
⽣

【⾞
両

 
関

 
 

  
】

ヤ
マ

ハ
モ

ー
ター

パ
ワ

ー
プロ

ダク
ツ（

株
）

⼩
瀬

前
原

TE
L：

05
37

-2
1-

26
71

受
託

業
者

3-93
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【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.3

実
施
体
制
】

（
1
）
実
施
体
制

（
2
）
地
方
公
共
団
体
内

で
の
役

割
分

担

団
体

名
役

割

備
前

市
実

証
調

査
責

任
者

、
関

係
各

所
と

の
調

整

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
ス

マ
イ

ル
・
つ

る
み

運
転

手
人

材
の

輩
出

、
地

元
住

民
へ

の
広

報
、

利
用

者
の

意
見

聴
取

備
前

市
公

共
交

通
会

議
本

調
査

に
関

す
る

交
通

事
業

者
間

の
情

報
共

有
、

活
用

方
策

の
協

議
等

備
前

市
社

会
福

祉
協

議
会

市
民

へ
の

情
報

提
供

、
広

報
支

援
、

生
活

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

へ
の

指
示

・
助

言

所
属

名
・
担

当
者

名
役

割

介
護

福
祉

課
今

脇
典

子
実

証
調

査
責

任
者

介
護

福
祉

課
榮

研
二

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
ス

マ
イ

ル
・
つ

る
み

と
の

調
整

、
社

会
福

祉
協

議
会

と
の

調
整

市
民

協
働

課
森

本
一

生
警

察
・
運

輸
局

・
交

通
事

業
者

等
と

の
調

整

社
会

福
祉

課
山

口
久

美
子

市
民

ふ
れ

あ
い

福
祉

ま
つ

り
実

行
委

員
会

と
の

調
整

建
設

課
柴

部
実

道
路

管
理

者
と

し
て

協
議

3-94
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【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.4

関
係
機
関
と
の
調
整
状
況
】

団
体

名
調

整
状

況
備

考

公
共

交
通

機
関

等
電

車
①

同
意

済
②

相
談

中
③

今
後

実
施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

バ
ス

備
前

市
営

バ
ス

①
同

意
済

②
相

談
中

③
今

後
実

施
④

該
当

機
関

な
し

／
今

回
は

関
係

し
な

い
随

時
連

絡

タ
ク

シ
ー

タ
ク

シ
ー

協
会

①
同

意
済

②
相

談
中

③
今

後
実

施
④

該
当

機
関

な
し

／
今

回
は

関
係

し
な

い
1
0
/
1
0

資
料

送
付

行
政

道
路

管
理

者
備

前
市

、
岡

山
県

東
備

地
域

事
務

所
①

同
意

済
②

相
談

中
③

今
後

実
施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

1
0
/
1
6

県
道

管
理

者
（
東

備
局

管
理

課
）

に
資

料
送

付

地
方

運
輸

局
・

支
局

岡
山

運
輸

支
局

①
同

意
済

②
相

談
中

③
今

後
実

施
④

該
当

機
関

な
し

／
今

回
は

関
係

し
な

い
1
0
/
3

岡
山

運
輸

支
局

企
画

総
務

課
に

相
談

警
察

備
前

警
察

署
交

通
課

規
制

担
当

①
同

意
済

②
相

談
中

③
今

後
実

施
④

該
当

機
関

な
し

／
今

回
は

関
係

し
な

い
9
/
1
9

概
要

説
明

1
0
/
1
1

実
施

期
間

の
連

絡

そ
の

他
商

工
会

①
同

意
済

②
相

談
中

③
今

後
実

施
④

該
当

機
関

な
し

／
今

回
は

関
係

し
な

い

観
光

協
会

①
同

意
済

②
相

談
中

③
今

後
実

施
④

該
当

機
関

な
し

／
今

回
は

関
係

し
な

い

商
業

施
設

等
①

同
意

済
②

相
談

中
③

今
後

実
施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

福
祉

施
設

等
備

前
市

社
会

福
祉

協
議

会
①

同
意

済
②

相
談

中
③

今
後

実
施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

生
活

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
指

導
等

を
担

当

地
域

住
民

鶴
海

地
区

住
民

①
同

意
済

②
相

談
中

③
今

後
実

施
④

該
当

機
関

な
し

／
今

回
は

関
係

し
な

い
9
/
2
9
鶴

海
区

長
会

で
概

要
説

明
、

1
0
/
1
5

よ
り

地
区

内
全

戸
に

チ
ラ

シ
配

布

通
学

路
備

前
市

教
育

委
員

会
①

同
意

済
②

相
談

中
③

今
後

実
施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

教
育

委
員

会
か

ら
小

学
校

へ
連

絡

そ
の

他
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

ス
マ

イ
ル

・
つ

る
み

①
同

意
済

②
相

談
中

③
今

後
実

施
④

該
当

機
関

な
し

／
今

回
は

関
係

し
な

い
広

報
周

知
、

デ
マ

ン
ド

予
約

、
運

行
等

を
担

当

3-95
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事
業

化
後

の
事

業
ス

キ
ー

ム

事
業

化
の

際
の

道
路

運
送

法
上

の
区

分

当
面

は
登

録
不

要
（
訪

問
型

サ
ー

ビ
ス

D
）
を

行
い

な
が

ら
、

有
償

に
よ

る
事

業
化

の
道

を
探

る
。

事
業

実
施

時
の

事
業

ス
キ

ー
ム

総
合

事
業

の
訪

問
型

サ
ー

ビ
ス

D
（
訪

問
型

サ
ー

ビ
ス

B
に

準
じ

る
単

価
）

の
制

度
に

基
づ

い
て

実
施

。
車

両
は

市
が

所
有

し
、

事
業

所
へ

貸
与

す
る

。

【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.5

事
業
化
に
向
け
た
検
討
】

構
想

の
実

現
に

向
け

た
中

長
期

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ

・
事

業
化

を
目

指
す

時
期

、
「
い

つ
ま

で
に

何
を

や
る

の
か

」
を

明
確

に
示

す
こ

と
（
現

時
点

の
想

定
で

構
わ

な
い

の
で
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3.4.2 実証調査の実施 

1) 実証調査概要 

実証調査については以下の通り実施した。 

 

表 実証調査概要 

■調査概要

■役割分担

概
要

実施期間

平成30年10月29日（月）～11月11日（日）※日曜日は運行休止
①平日 10月29日（月）～11月2日（金）、11月5日（月）～11月9日（金）
②サロン送迎 11/3（土）

③市民ふれあい福祉まつり・こども応援フェスタ 11/10（土）

運行ルート

①朝便：自宅→バス停『鶴海車庫』 昼便：バス停『鶴海車庫』→自宅
※予約に空きがある場合、地区内の医院、郵便局、商店を目的地とする

②自宅⇔サロン（NPO事務所 鶴寿荘）
③備前市総合運動公園内

運転手 ①・②”NPO法人スマイル・つるみ“のメンバー7名、③備前市職員8名

導入車両 ヤマハゴルフカート（7人乗り） 2台

調査主体 備前市 保健福祉部 介護福祉課

運行主体 NPO法人スマイル・つるみ

その他

⻑
船
⽅
⾯

⽚上⽅⾯

約1.1㎞

約
1㎞

  停 鶴海⾞庫 

  停 鶴海⾞庫 

穂
浪
経
由

吉
永
⽅
⾯

鶴海郵便局

商店 ⼤松屋
⼩林内科医院

⼩林⻭科医院

備前市
【実証調査主体】

NPO法人スマイル・つるみ
【運行主体】

鶴海地区
【利用者】

運行委託・支援
車両貸与

実績報告

デマンド予約 送迎サービス
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2) 実証調査の様子 

 

図 実証調査の様子 
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3) 広報資料 

利用者確保のための広報資料については以下の通り作成した。 

 

  

図 自治体が作成した広報資料 
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3.4.3 実証調査の成果 

以下に実証調査の成果概要を示す。 

 

1) 利用実態 

① 利用者数 

14日間合計で延べ110名の利用があった。1日平均利用者数は10.0人、乗車定員に占める利用者数は

46.2%（運行便限定のネット値）であった（日別利用者数の詳細は次頁に示す）。実験期間中の天気・

気温の大きな変動が無かったことから、気象条件と利用者数の明確な関連性は確認できなかった。 

鶴海地区の利用者数は61人であり、男性：女性の比率は2：3であった。年齢別に見ると70歳以上が

約8割であり、運転免許保有者は約75%であった。 

 

表 利用者数総括 

延べ利用者数 110人 
※11/10試乗会の利用者（約350人）は含まず 

1 日平均利用者数 10.0人 
延べ利用者数÷（便数×車両定員） 運行便限定（ネット値）：46.2% 

全便（グロス値）：13.1% 
※催し開催時及び試乗会の利用者は含まず 
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図 利用者の状況（性別、年齢、運転免許の有無） 
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② 総走行距離・環境負荷軽減効果 

期間中総走行距離は38台・kmであり、乗用車との比較によるグリーンスローモビリティ導入に伴

うCO2削減効果は8kg-CO2であった。 

 

表 総走行距離・環境負荷軽減効果 

期間中総走行距離（回送は含まない） 38台・km 
CO2 削減効果（乗用車との比較） 8kg-CO2 

 

【環境負荷軽減効果について】 

・同じ距離の輸送を小型車量（ガソリン車）で代替した場合との比較によりCO2削減効果を計測。 

・グリーンスローモビリティ運行に伴う電力消費に関連するCO2排出量はゼロとして取扱う。 

・小型車両のCO2排出原単位については平均旅行速度20km/hの小型に相当する210g-CO2/km・台とし

て設定した（国土技術政策総合研究所資料 第671号「道路環境影響評価等に用いる自動車排出係

数の算定根拠（平成22年度版）」）。 

 

2) 運営者側の声 

今回の実証調査では利用者数が予想より大幅に少なく、一部の住民の試乗にとどまった点が悔やま

れる。反省点としては、 

・チラシの全戸配布も1度のみでは効果が薄かった。 

・区会（町内会）の協力を得るための調整、打ち合わせを十分にしておくべきであった。 

・稼働の結果から隣接の佐山地区と1台ずつの運行も可能であったかもしれない。（ただし、佐山地

区で運転手の確保ができたかどうかは不明。） 

といったことが挙げられる。一方、地域の高齢化は進んでいるものの、まだ多くの住民が自ら運転し

て外出している現状から、地域住民の公共交通への関心が薄いことも利用者が少なかった要因であろ

うと、運行を担当したNPOは分析している。 

また、同NPOからは実験期間中の送迎は無償だが、事業化するならば有償で実施したいという意見

があった。また、事業化して需要が増加する場合、今回の実証調査のようなデマンド予約方法（受付

窓口は常に理事長が対応）や運行調整方法（前日17時のミーティング）等では継続が難しいと感じて

いるとの意見があった。 

また、運転手の感想として、すれ違う住民と自然な挨拶ができて、通常の自動車にはない良さを感

じたというメリットが挙げられた。 

 

3) 利用者側の声 

車内で会話が弾みコミュニケーションが図れたという意見が多く寄せられた。また、スピードや乗

り心地を自動車と比較する意見がなかったことから、一般の車とは異なるグリーンスローモビリティ

の特性が認識され、受け入れられたものと考えられる。一方で、防寒対策、前日予約制の改善、シー

トベルトの装着などが利用者アンケートで挙げられた。 
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イベントでの活用においては、市民ふれあい福祉まつり・こども応援フェスタの半日の運行で約3

50人の利用があった。ベビーカーを荷台に積んで乗車する家族連れの姿や見知らぬ家族同士で座席を

譲り合う姿など、イベントの趣旨にふさわしい風景が随所に見られ、アンケートの結果からも利用者

の満足度が非常に高かったことが推察された。 

 

《アンケート結果抜粋》 

問：送迎のシステムや車両・利用料金について 

前日までの電話予約は半数以上が便利と回答したものの、当日の急な利用や予約のわずらわしさの

解消を求める声があった。 

乗り心地については快適との回答が多く、特に今回の運行期間が天候に恵まれたことで開放的な車

両の特性ともマッチして概ね好評であった。 

 

  

図 送迎のシステムや車両・利用料金について 

 

問：今後の利用意向 

今後の運行については、有料でも続けてほしいという利用者が8割を超える結果となった。また、

有料の場合の適切な金額としては、100円という回答が7割を超えた。 

 

   

図 今後の利用意向 
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問：導入された場合の外出の頻度 

グリーンスローモビリティが導入された場合、お出かけの頻度が今より増える、あるいは少しは増

えると思うという回答が約 8 割であったことから、外出機会の少ない高齢者の外出意欲を引き出すた

めに、グリーンスローモビリティの活用が大いに期待される。 

 

 

図 導入された場合のおでかけの回数 

 

問：グリーンスローモビリティに乗った感想／活用できると思う場所（イベント開催時） 

試乗した感想は、「便利」、「心地よい」、「景色を楽しめた」、「面白い」などが多く、「スピードが遅

い」、「暑そう・寒そう」といったマイナスイメージの回答は少なかった。また、観光地や今回のよう

な公園内の移動だけでなく、バス停までの送迎や近場の買い物、通院の送迎にも活用できそうという

声が聞かれた。 

 

  

図 グリーンスローモビリティに乗った感想／活用できると思う場所 
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3.5 福山市における実証調査 

3.5.1 実施準備 

1) 地域会議の実施 

以下の通り全4回開催した。以降に各回の議事内容を掲載する。 

 

表 地域会議の実施状況 

 
日時・ 

場所 
議事内容 

第1回 2018/9/21 

9:30-11:30 

福山市役所 

【協議事項】 

・解決すべき地域課題 

・運行ルート・サービス内容等 

・関係機関との調整状況 

・利用対象者への周知・広報計画 

・実証期間 

・効果検証の方法 

・使用車両と充電設備 

・実証までのスケジュール 

【次回までの調整・準備事項】 

・運行計画 

・関係機関との調整（運輸支局、交通管理者、道路管理者、地域関係者等）

・周知広報の実施内容 

・実証期間 

・効果検証の具体的内容・方法 

・車両保管場所、充電設備の確保方法 

第2回 2018/9/28 

10:00-11:00 

福山市役所 

 

〔現場確認〕 

2018/9/28 

13:30-17:00 

福山市鞆の浦

現場 

【協議事項】 

◆庁内調整会議 

（9/21会議と同様に内容を市庁内連絡会議で確認、調整） 

◆現地確認 

・運行ルート、乗降場所の確認 

・車両保管場所、充電設備設置方法等の確認 

【次回までの調整・準備事項】 

（9/21会議と同じ内容） 

第3回 2018/11/13 

15:00-16:30 

福山市役所 

【協議事項】 

◆庁内調整会議と合同開催 

（9/21会議と同じ内容（詳細計画）） 

【次回までの調整・準備事項】 

・効果計測（日報記録）の準備 

・運転者（講習受講者）の特定 
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日時・ 

場所 
議事内容 

・開始前日（運転者講習、地元乗り方教室）、当日（出発式、マスコミ対

応）の詳細 

・実施体制（責任者・連絡先）の詳細 

第4回 2019/1/17 

15:30-17:00 

福山市役所 

【協議事項】 

・実証調査結果の共有（利用者数、アンケート結果） 

・地域課題解決に対する有効性 

・実証調査で確認された課題 

・事業化に向けた展望と課題 

・次年度以降の予定 

 

2) 実施計画書の作成 

作成した実施計画書を次頁以降に掲載する。 
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1

平
成

30
年

度
グ

リ
ー

ン
ス

ロ
ー

モ
ビ

リ
テ

ィ
の

活
用

検
討

に
向

け
た

実
証

調
査

支
援

事
業

実
施

計
画

書

実
証

地
域

広
島

県
福

山
市

鞆
町

（
鞆

の
浦

）

事
業

名
称

「
し

お
ま

ち
（
潮

待
ち

）
モ

ビ
リ

テ
ィ

」
実

証
事

業
～

国
内

随
一

の
近

世
港

町
「
鞆

の
浦

」
の

暮
ら

し
と

お
も

て
な

し
を

つ
む

ぐ
～
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2

１
）

実
証
地
域
の
概
要

，
都
市
特
性
や
道
路
状
況

○
1
0
0
万

本
の

ば
ら

の
ま

ち
福

山
市

は
，

瀬
戸

内
海

の
中

央
，

広
島

県
東

部
の

約
4
7
万

人
の

中
核

市
。

日
本

一
新

幹
線

駅
に

近
い

「
福

山
城

」
や

『
崖

の
上

の
ポ

ニ
ョ

』
の

舞
台

「
鞆

の
浦

」
な

ど
観

光
資

源
が

豊
富

。

鉄
鋼

（
J
F
E
ス

チ
ー

ル
）
や

デ
ニ

ム
な

ど
の

も
の

づ
く
り

産
業

が
発

展
す

る
，

備
後

圏
域

の
経

済
文

化
の

拠
点

。

【
1

実
証
調
査
の
背
景
・
目
的
】

１
．

地
域

の
概

況
や

地
域

交
通

の
状

況

＜
福

山
市

（
鞆

の
浦

）
の

概
要

＞
人

口
：
4
6
.9

万
人

（
0
.4

万
人

）
面

積
：
5
1
8
.1

4
k㎡

（
4
.8

6
k㎡

）
高

齢
化

率
：
2
7
.7

％
（
4
7
.2

％
）

観
光

客
数

：
7
2
5
万

人
（
2
1
3
万

人
）

（
2
0
1
8
年

3
月

現
在

：
出

典
：
市

統
計

情
報

）
※

（
）
内

は
鞆

の
浦

の
デ

ー
タ

を
示

す

広
島

県
福

山
市

福
山

駅
～

鞆
港

線
１

日
運

行
回

数
4
7
回

（
2
0
分

間
隔

で
運

行
）

１
日

輸
送

量
約

31
4人

松
永

駅
～

鞆
車

庫
線

１
日

運
行

回
数

4
回

（
3
時

間
間

隔
で

運
行

）
１

日
輸

送
量

約
1
1
人

２
）
地
域
の
公
共
交
通
の
充
足
状
況

○
同

地
域

に
は

，
鞆

鉄
道

㈱
が

運
行

す
る

バ
ス

が
2
路

線
（
福

山
駅

～
鞆

港
，

松
永

駅
～

鞆
車

庫
）
と

タ
ク

シ
ー

会

社
の

営
業

所
が

2
社

あ
り

，
日

常
的

な
移

動
や

観
光

交
通

を
担

っ
て

い
る

。
し

か
し

，
地

域
内

で
バ

ス
や

タ
ク

シ
ー

が
通

行
で

き
る

道
路

は
限

定
さ

れ
て

お
り

，
バ

ス
の

便
数

も
少

な
い

（
松

永
駅

～
鞆

車
庫

線
）

。

福
山

駅

松
永

駅

走
島

＜
鞆

の
浦

＞

鞆
の

浦

○
実

証
調

査
予

定
地

「
鞆

の
浦

」
は

，
日

本
初

の
国

立
公

園
「
瀬

戸
内

海
国

立
公

園
」の

一
部

に
指

定
さ

れ
，

江
戸

時
代

か
ら

「
潮

待
ち

」
の

港
と

し
て

栄
え

，
歴

史
的

な
建

造
物

が
ま

と
ま

っ
て

残
る

全
国

的
に

も
珍

し
い

景
勝

地
。

国
内

随
一

の
近

世
港

町
を

テ
ー

マ
と

し
た

ス
ト

ー
リ

ー
が

日
本

遺
産

に
認

定
（平

成
30

年
5月

）さ
れ

，
ユ

ネ
ス

コ

「
世

界
の

記
憶

」
（
平

成
2
9
年

1
0
月

登
録

）
，

国
の

重
要

伝
統

的
建

造
物

群
保

存
地

区
（
平

成
2
9年

1
1
月

選
定

）
と

あ
わ

せ
た

三
冠

は
全

国
唯

一
。

そ
の

歴
史

・
文

化
・
自

然
は

国
内

外
か

ら
高

い
評

価
を

受
け

，
観

光
客

は
年

間

2
1
3
万

人
と

増
加

傾
向

。

※
 Ｔ

Ｂ
Ｓ

「
流

星
ワ

ゴ
ン

」
，

ハ
リ

ウ
ッ

ド
映

画
「
ウ

ル
ヴ

ァ
リ

ン
：
S
A

M
U

R
A

I」
な

ど
，

映
画

，
ド

ラ
マ

の
ロ

ケ
地

。

○
一

方
で

，
「
鞆

の
浦

」
の

人
口

は
こ

こ
3
0
年

で
半

分
の

約
4
0
0
0
人

に
減

少
，

高
齢

化
率

4
7.

2
％

。

古
く
か

ら
の

地
割

を
そ

の
ま

ま
残

す
狭

隘
な

生
活

道
路

は
，

三
叉

路
や

ク
ラ

ン
ク

，
急

な
坂

道
が

多
い

。

広
島

県
に

よ
る

埋
立

架
橋

事
業

（
湾

内
バ

イ
パ

ス
道

路
）
が

計
画

さ
れ

て
い

た
が

，
山

側
ト

ン
ネ

ル
を

含
む

総
合

対
策

へ
と

方
針

変
更

。
町

中
の

交
通

量
抑

制
な

ど
交

通
処

理
対

策
は

，
地

域
住

民
の

悲
願

。

○
走

島
（
広

島
県

離
島

振
興

計
画

に
お

け
る

離
島

地
域

，
人

口
5
0
7
人

，
高

齢
化

率
6
7
.9

％
）
ま

で
は

，
連

絡
フ

ェ
リ

ー

（
鞆

港
～

走
島

）
が

，
1
日

に
5往

復
（
所

要
時

間
2
5
分

）
運

行
。

島
内

に
は

公
共

交
通

な
し

。

○
ほ

か
，

鞆
の

浦
か

ら
仙

酔
島

（
観

光
地

）
ま

で
は

，
市

営
の

渡
船

（
平

成
い

ろ
は

丸
）

が
2
0
分

毎
に

運
航

。

鞆
～

走
島

航
路

１
日

運
行

回
数

5
回

（
約

2
時

間
間

隔
で

運
行

）
１

日
輸

送
量

約
13

5人

＜
走

島
＞

仙
酔

島

鞆
～

仙
酔

航
路

１
日

運
行

回
数

5
1
回

（
約

2
0
分

間
隔

で
運

行
）

１
日

輸
送

量
約

37
6人

は
し

り
じ

ま
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3

４
）
上
位
関
連
計
画
に
お
け
る
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
位
置
づ
け

○
「
福

山
・
笠

岡
地

域
公

共
交

通
網

形
成

計
画

（
平

成
2
9
年

3
月

）
」
の

基
本

方
針

に
「
様

々
な

交
通

の
連

携
強

化
に

よ
る

効
率

的

で
利

用
し

や
す

い
地

域
公

共
交

通
網

の
構

築
」
な

ど
を

掲
げ

て
お

り
，

今
年

度
策

定
の

「
福

山
・
笠

岡
地

域
公

共
交

通
再

編
実

施
計

画
」
で

も
，

グ
リ

ー
ン

ス
ロ

ー
モ

ビ
リ

テ
ィ

を
地

域
公

共
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

支
線

交
通

の
一

つ
に

位
置

づ
け

る
予

定
。

○
「
福

山
市

地
球

温
暖

化
対

策
実

行
計

画
（平

成
23

年
3月

）」
の

基
本

政
策

の
ひ

と
つ

「
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
効

率
的

な
利

用
の

促

進
」

に
お

い
て

「
電

気
自

動
車

な
ど

の
次

世
代

自
動

車
の

利
用

環
境

整
備

」に
取

り
組

む
計

画
。

【
1

実
証
調
査
の
背
景
・
目
的
】

２
．

地
域

課
題

と
解

決
に

向
け

た
方

向
性

古
い

町
並

を
散

策
す

る
観

光
客

狭
路

や
急

な
坂

道
が

多
く
残

る
町

並

流
入

交
通

な
ど

で
離

合
が

困
難

な
町

中

３
）
課
題
解
決
に
当
た
り
，
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
優
位
性

①
「
小

型
S
m

al
l」

：
狭

路
や

ク
ラ

ン
ク

，
急

な
坂

道
が

多
い

町
並

を
快

走
で

き
，

高
台

の
観

光
施

設
に

も
ア

ク
セ

ス
で

き
る

②
「
低

速
S
lo

w
」
：
ス

ロ
ー

ラ
イ

フ
な

鞆
の

生
活

ス
タ

イ
ル

に
融

け
込

み
，

石
畳

の
古

い
町

並
を

ゆ
っ

く
り

と
楽

し
む

こ
と

が
で

き
る

③
「
安

全
S
af

e
ty

」
：
高

齢
者

や
観

光
客

が
多

い
町

中
を

安
全

に
移

動
で

き
，

歩
行

者
や

自
転

車
と

共
存

で
き

る

④
「
開

放
感

O
pe

n
」
：
低

床
車

両
で

高
齢

者
が

乗
り

降
り

し
や

す
く
，

港
町

の
音

や
潮

風
の

香
り

を
感

じ
な

が
ら

移
動

で
き

る

⑤
「
環

境
性

G
re

e
n
」：

マ
イ

カ
ー

か
ら

の
転

換
に

よ
り

流
入

交
通

を
抑

制
し

，
C

O
2
を

削
減

す
る

こ
と

が
で

き
る

２
）
上
記
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
方
向
性

○
「
安

全
に

安
心

し
て

通
れ

る
生

活
道

を
含

む
交

通
シ

ス
テ

ム
の

構
築

」
「
町

中
に

流
入

す
る

交
通

量
の

抑
制

」
「
観

光
客

の

散
策

環
境

の
整

備
」

「
高

齢
者

等
の

外
出

・
買

い
物

支
援

」な
ど

，
地

域
と

行
政

が
協

働
で

取
り

組
む

施
策

の
方

向
性

を

「
鞆

ま
ち

づ
く
り

ビ
ジ

ョ
ン

（
平

成
30

年
3
月

）
」に

お
い

て
位

置
づ

け
て

い
る

。

１
）
実
証
地
域
が
抱
え
る
交
通
課
題

○
「
鞆

の
浦

」
は

高
齢

化
率

が
4
7
.2

%と
高

く
，

町
中

に
は

古
く
か

ら
の

狭
路

や
ク

ラ
ン

ク
，

急
な

坂
道

が
多

く
，

路
線

バ
ス

の
運

行

が
難

し
く
便

数
も

少
な

い
た

め
，

高
齢

者
の

お
で

か
け

や
通

院
な

ど
暮

ら
し

を
支

え
る

移
動

手
段

の
確

保
が

課
題

。

○
近

年
の

観
光

客
の

増
加

に
伴

い
，

町
中

に
通

過
交

通
や

観
光

交
通

が
流

入
し

，
地

域
住

民
の

生
活

や
緊

急
車

両
の

通
行

に
支

障
を

き
た

し
て

い
る

た
め

，
流

入
交

通
の

抑
制

と
あ

わ
せ

，
高

台
に

あ
る

絶
景

ポ
イ

ン
ト

へ
の

観
光

客
の

案
内

が
課

題
。
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4

【
2

実
証
調
査
の
概
要
】

１
）
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
活
用
に
よ
り
目
指
す
将
来
像

①
コ
ン
セ
プ
ト
：
「
し
お
ま
ち
（
潮
待
ち
）
モ
ビ
リ
テ
ィ
」

国
内

随
一

の
近

世
港

町
で

あ
る

「
鞆

の
浦

」
の

歴
史

・
文

化
・
自

然
と

，
こ

こ
に

住
む

人
々

の
暮

ら
し

が
織

り
な

す
独

特
の

風
情

や
景

観
は

多
く
の

人
々

に
愛

さ
れ

続
け

て
い

る
。

こ
う

し
た

“
こ

こ
に

住
む

人
々

の
暮

ら
し

”
と

“
訪

れ
る

人
た

ち
へ

の
お

も
て

な
し

”
を

ゆ
っ

く
り

と
つ

む
ぐ

。

「
し

お
ま

ち
（
潮

待
ち

）
モ

ビ
リ

テ
ィ

」
実

証
事

業
～

国
内

随
一

の
近

世
港

町
「
鞆

の
浦

」
の

暮
ら

し
と

お
も

て
な

し
を

つ
む

ぐ
～

３
．

実
証

の
全

体
像

②
実
証
調
査
の
概
要

Ａ
：

暮
ら

し
お

た
す

け
ル

ー
ト

（
地

域
住

民
の

移
動

支
援

）
・
定

時
定

路
線

で
地

域
内

を
乗

合
運

行
（
バ

ス
事

業
者

運
行

）
・
路

線
バ

ス
の

入
れ

な
い

狭
路

を
運

行
し

，
病

院
や

高
齢

者
サ

ロ
ン

等
を

経
由

・
便

数
の

多
い

バ
ス

停
と

船
乗

り
場

（
走

島
行

き
）
に

接
続

Ｂ
：

絶
景

お
も

て
な

し
ル

ー
ト

（
観

光
客

の
散

策
支

援
）

・
不

定
期

で
利

用
客

に
応

じ
た

乗
合

運
行

な
ど

（
タ

ク
シ

ー
事

業
者

運
行

）
・
観

光
ガ

イ
ド

を
添

乗
さ

せ
て

，
常

夜
燈

な
ど

の
主

な
観

光
施

設
を

1
時

間
程

度
で

周
遊

・
駐

車
場

（
観

光
客

用
）
，

渡
船

場
（
仙

酔
島

行
き

）
，

便
数

の
多

い
バ

ス
停

に
接

続

Ｃ
：
走

島
お

で
か

け
ル

ー
ト

（
高

齢
者

の
外

出
買

物
支

援
）

・
走

島
（
ガ

ソ
リ

ン
ス

タ
ン

ド
が

な
い

離
島

）
で

実
施

し
て

い
る

高
齢

者
の

お
で

か
け

支
援

事
業

（
福

祉
事

業
）
の

車
両

（
軽

自
動

車
）
を

グ
リ

ー
ン

ス
ロ

ー
モ

ビ
リ

テ
ィ

に
転

換
・
地

域
の

運
転

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

り
，

概
ね

7
5
歳

以
上

の
高

齢
者

の
外

出
や

買
物

を
支

援

③
目
指
す
将
来
像
（
交
通
課
題
の
解
決
）

○
人

口
減

少
・
高

齢
化

が
著

し
く
進

み
，

道
幅

が
狭

く
急

な
坂

道
で

，
バ

ス
も

入
れ

な
か

っ
た

地

域
で

地
域

住
民

の
足

と
し

て
活

用
⇒

地
域

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
活

性
化

，
高

齢
者

の
福

祉
増

進

○
日

本
遺

産
の

認
定

な
ど

を
受

け
，

観
光

地
の

モ
ビ

リ
テ

ィ
と

し
て

散
策

環
境

の
充

実
に

活
用

⇒
観

光
客

の
回

遊
性

や
滞

在
時

間
の

拡
大

，
地

域
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

の
創

出

○
環

境
負

荷
の

少
な

い
低

炭
素

型
モ

ビ
リ

テ
ィ

の
普

及
，

通
過

交
通

や
流

入
交

通
の

抑
制

⇒
「
瀬

戸
内

海
国

立
公

園
」
の

自
然

環
境

，
歴

史
文

化
や

住
民

の
暮

ら
し

と
の

調
和

Ｂ
：
絶

景
お

も
て

な
し

ル
ー

ト

既
存

の
バ

ス
運

行
ル

ー
ト

Ａ
：
暮

ら
し

お
た

す
け

ル
ー

ト

●
常

夜
燈

●
淀

姫
神

社

●
船

番
所

跡

福
禅

寺
・

対
潮

楼

い
ろ

は
丸

展
示

館

医
王

寺
●

太
田

家
住

宅

沼
名

前
神

社

鞆
の

浦
・
走

島
の

実
証

ル
ー

ト
狭

路
や

急
な

坂
道

が
多

く
残

る
町

並

古
く
か

ら
の

地
割

が
残

る
路

地

＜
走

島
＞

最
小

幅
員

：
約

1
.8

m
最

急
勾

配
：
2
2
%

福
山

市
鞆

町
伝

統
的

建
造

物
群

保
存

地
区

（
重

伝
建

）

鞆
～

走
島

フ
ェ

リ
ー

航
路

Ｐ

Ｐ

鞆
の

浦
歴

史
民

俗
資

料
館

平
地

区
世

帯
数

：
4
2
6
世

帯
人

数
：

約
8
3
0
人

御
幸

地
区

世
帯

数
：

3
9
3
世

帯
人

数
：

約
7
7
0
人

＋

＋

鞆
の

津
ふ

れ
あ

い
ﾌ
ﾟ
ﾗ
ｻﾞ

鞆
支

所

鞆
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー

＋
ト

モ
テ

ツ
バ

ス
セ

ン
タ

ー

公
民

館
・
ふ

れ
あ

い
ﾌ
ﾟﾗ

ｻ
ﾞ

複
合

施
設

診
療

所

浦
友

地
区

本
浦

地
区

唐
船

地
区

Ｃ
：
走

島
お

で
か

け
ル

ー
ト
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5

【
2

実
証
調
査
の
概
要
】

○
「
福

山
・
笠

岡
地

域
公

共
交

通
網

形
成

計
画

」
の

基
本

方
針

「
様

々
な

交
通

の
連

携
強

化
に

よ
る

効
率

的
で

利
用

し
や

す
い

地
域

公
共

交
通

網
の

構
築

」
「
多

様
な

運
行

方
法

に
よ

る
過

疎
化

・
高

齢
化

に
対

応
し

た
移

動
手

段
の

見
直

し
」

⇒
グ

リ
ー

ン
ス

ロ
ー

モ
ビ

リ
テ

ィ
を

活
用

す
る

方
針

出
典

：
福

山
・
笠

岡
地

域
公

共
交

通
網

形
成

計
画

を
も

と
に

作
成

中
山

間
地

（
神

辺
町

等
）

高
台

団
地

（
緑

陽
団

地
等

）

離
島

（
走

島
）
：
実

証

観
光

地
（
鞆

の
浦

）
：
実

証

「
し

お
ま

ち
（
潮

待
ち

）
モ

ビ
リ

テ
ィ

」
実

証
事

業
～

国
内

随
一

の
近

世
港

町
「
鞆

の
浦

」
の

暮
ら

し
と

お
も

て
な

し
を

つ
む

ぐ
～

（
中

山
間

地
・
高

台
団

地
で

の
「
地

域
住

民
の

足
」
と

し
て

の
活

用
）

中
山

間
地

や
高

台
団

地
（
オ

ー
ル

ド
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
）
等

の
公

共
交

通
空

白
地

で
は

，
高

齢
化

が
進

み
，

地
域

の
足

を
担

う
ド

ラ
イ

バ
ー

不
足

に
悩

ん
で

い
る

。
こ

う
し

た
地

域
で

，
地

域
住

民
（
運

転
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
）

が
主

体
と

な
っ

て
グ

リ
ー

ン
ス

ロ
ー

モ
ビ

リ
テ

ィ
を

活
用

し
，

地
域

公
共

交
通

網
の

補
完

や
高

齢
者

の
お

で
か

け
支

援
を

行
う

。

（
観

光
地

・
駅

周
辺

商
店

街
で

の
「
ち

ょ
こ

っ
と

輸
送

」
と

し
て

の
活

用
）

築
城

4
0
0
年

を
迎

え
る

福
山

城
は

，
観

光
施

設
（
日

本
一

新
幹

線
駅

に
近

い
城

）
で

あ
る

が
，

長
い

階
段

や
急

な
坂

が
あ

る
。

ま
た

，
駅

周
辺

商
店

街
は

広
範

囲
に

広
が

っ
て

い
る

。
こ

の
た

め
，

高
齢

者
な

ど
の

移
動

手
段

と
し

て
グ

リ
ー

ン
ス

ロ
ー

モ
ビ

リ
テ

ィ
を

活
用

し
，

観
光

地
と

し
て

の
回

遊
性

向
上

，
駅

周
辺

の
に

ぎ
わ

い
創

出
に

つ
な

げ
る

。
（
来

年
度

，
福

山
城

公
園

に
お

い
て

，
群

馬
大

学
と

連
携

し
，

グ
リ

ー
ン

ス
ロ

ー
モ

ビ
リ

テ
ィ

自
動

運
転

実
証

実
験

を
検

討
中

）

１
）

「
福

山
・
笠

岡
地

域
公

共
交

通
網

形
成

計
画

」に
掲

げ
る

，
地

域
公

共
交

通
の

目
指

す
べ

き
将

来
像

（
地

域
公

共
交

通
ビ

ジ
ョ

ン
）

「
誰

も
が

移
動

し
や

す
く
，

人
の

交
流

が
活

発
に

な
る

地
域

公
共

交
通

の
実

現
」を

実
現

。
２

）
「
第

2
次

福
山

市
観

光
振

興
ビ

ジ
ョ

ン
」の

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

に
掲

げ
る

，
受

け
入

れ
環

境
の

整
備

，
充

実
と

し
て

，
例

え
ば

，
電

車
→

バ
ス

→
グ

リ
ー

ン
ス

ロ
ー

モ
ビ

リ
テ

ィ
と

い
っ

た
よ

う
な

「
二

次
交

通
の

整
備

，
充

実
」を

実
現

３
）

「
福

山
市

地
球

温
暖

化
対

策
実

行
計

画
」の

基
本

政
策

の
ひ

と
つ

「
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
効

率
的

な
利

用
の

促
進

」
の

た
め

，
「
電

気
自

動
車

な
ど

の
次

世
代

自
動

車
の

利
用

環
境

整
備

」を
実

現
。

高
齢

者
が

シ
ニ

ア
カ

ー
を

利
用

○
鞆

の
浦

で
の

実
証

事
業

を
も

と
に

，
グ

リ
ー

ン
ス

ロ
ー

モ
ビ

リ
テ

ィ
を

既
存

の
バ

ス
路

線
，

鉄
道

，
フ

ェ
リ

ー
等

と
組

み
合

わ
せ

，
地

域
公

共
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

支
線

交
通

の
一

つ
と

し
て

，
市

内
他

地
域

へ
の

展
開

を
検

討
（
以

下
，

具
体

例
）

４
．

実
証

に
よ

り
実

現
を

目
指

す
地

域
交

通
の

将
来

像

観
光

地
（
福

山
城

）
・
駅

前
商

店
街

上
位

・
関

連
計

画
の

施
策

方
針

を
実

現
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6

【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.1

運
用
エ
リ
ア
】

既
存

の
バ

ス
運

行
路

線
（
2
0
分

間
隔

で
運

行
）

●
県

営
鍛

冶
駐

車
場

既
存

の
バ

ス
運

行
路

線
（
3
時

間
間

隔
で

運
行

）

●
沼

名
前

神
社

（
祭

事
・
神

事
）

●
ﾎ

ﾃ
ﾙ

 
風

亭

徳
永

医
院

●

●
県

営
桟

橋
（
走

島
フ

ェ
リ

ー
）

Ａ
【

暮
ら

し
お

た
す

け
ル

ー
ト

】

● コ
ン

ビ
ニ

（
買

い
物

）

●
鞆

ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ﾃ
ｨｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

（
集

会
所

）

●
沼

南
病

院

ひ
ら

平
地

区
世

帯
数

：
4
2
6
世

帯
人

数
：
約

8
3
0
人

み
ゆ

き

御
幸

地
区

世
帯

数
：
3
9
3
世

帯
人

数
：
約

7
7
0
人

鞆
～

走
島

航
路

（
１

日
５

便
運

航
）

●
ﾄﾓ

ﾃ
ﾂ
ﾊ

ﾞｽ
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

（
バ

ス
乗

り
継

ぎ
拠

点
）

最
小

幅
員

：
約

3
.3

ｍ

平
地

区
内

を
走

行
す

る
道

路

法 宣 寺 ●

( 墓 参 り)

妙 連 寺 ●

( 墓 参 り)

鞆
支

所
藤

井
病

院

狭
路

で
の

交
互

通
行

区
間

（
信

号
制

御
）

鞆
～

走
島

航
路

を
運

航
す

る
神

勢
丸

１
2

3

１

3

ふ
れ

あ
い

ｻ
ﾛ
ﾝ

暮
ら

し
P
o
in

t 
1

暮
ら

し
P
o
in

t 
2

3歴
史

民
俗

資
料

館
へ

つ
な

が
る

坂
道

最
小

幅
員

：
約

2
.6

ｍ
最

急
勾

配
：1

7％

暮
ら

し
P
o
in

t 
3

フ
ェ

リ
ー

⇔
 グ

リ
ス

ロ

暮
ら

し
P
o
in

t 
1

鞆
支

所
（
行

政
）

暮
ら

し
P
o
in

t 
3

鞆
の

津
ふ

れ
あ

い
ｻ

ﾛ
ﾝ

（
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
）

暮
ら

し
P
o
in

t 
2

藤
井

病
院

グ
リ

ス
ロ

⇔
 バ

ス

2

し
ま

な
み

信
用

金
庫

●

Ａ
－

１
コ

ー
ス

Ａ
－

２
コ

ー
ス

暮
ら

し
P
o
in

t 
4

ふ
れ

あ
い

ﾌ
ﾟﾗ

ｻ
ﾞ

（
高

齢
者

ｻ
ﾛ
ﾝ
）

暮
ら

し
P

o
in

t 
5

鞆
の

浦
歴

史
民

俗
資

料
館

（
広

場
）

※
実

施
に

お
い

て
は

，
地

域
住

民
や

事
業

者
の

意
見

や
リ

ク
エ

ス
ト

に
も

対
応

し
な

が
ら

，
そ

の
ニ

ー
ズ

や
課

題
を

確
認

す
る

。

●
南

消
防

署
鞆

出
張

所
（
車

庫
）

●
コ

ン
ビ

ニ
（
買

物
）

：
既

存
の

バ
ス

停

：
グ

リ
ス

ロ
停

留
所

3-120



7

【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.1

運
用
エ
リ
ア
】

既
存

の
バ

ス
運

行
路

線
（
2
0
分

間
隔

で
運

行
）

既
存

の
バ

ス
運

行
路

線
（
3
時

間
間

隔
で

運
行

）

●
ﾄﾓ

ﾃ
ﾂ
ﾊ

ﾞｽ
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

（
観

光
案

内
所

）

最
小

幅
員

：
約

2
.6

ｍ
最

急
勾

配
：1

7％

歴
史

民
俗

資
料

館
へ

つ
な

が
る

坂
道

鞆
～

仙
酔

島
航

路
（
２

０
分

間
隔

で
運

航
）

市
営

渡
船

場
（
市

営
渡

船
場

）●
後

山
山

荘

仙
酔

島
と

鞆
を

見
守

る
よ

う
に

建
つ

医
王

寺

セ
ピ

ア
色

の
夕

暮
れ

に
佇

む
常

夜
燈

医
王

寺
へ

つ
な

が
る

坂
道

最
小

幅
員

：
約

1
.8

m
最

急
勾

配
：2

3%

Ｂ
【

絶
景

お
も

て
な

し
ル

ー
ト

】

鞆
の

浦
の

祭
事

の
中

心
沼

名
前

神
社

弁
天

島
と

黒
船

・
い

ろ
は

丸

絶
景

P
o
in

t 
3

医
王

寺

絶
景

P
o
in

t 
5

鞆
の

浦
歴

史
民

俗
資

料
館

絶
景

P
o
in

t 
4

沼
名

前
神

社

常
夜

燈
か

ら
県

道
へ

つ
な

が
る

小
路

最
小

幅
員

：
約

2
.4

m

絶
景

P
o
in

t 
2

常
夜

燈

さ
さ

や
き

橋
●

太
田

家
住

宅
●

龍
馬

宿
泊

所
跡

●

南 禅 坊 ●

●
鞆

の
津

ﾐｭ
ｰ

ｼ
ﾞｱ

ﾑ

※
実

施
に

お
い

て
は

，
地

域
住

民
，

観
光

ガ
イ

ド
，

観
光

客
等

の
リ

ク
エ

ス
ト

に
も

対
応

し
な

が
ら

，
そ

の
ニ

ー
ズ

や
課

題
を

確
認

す
る

。

県
営

鍛
冶

駐
車

場
●

鞆
の

浦
歴

史
民

俗
資

料
館

か
ら

の
眺

望

絶
景

P
o
in

t 
2

絶
景

P
o
in

t 
4

絶
景

P
o
in

t 
3

絶
景

P
o
in

t 
1

１

3

2

１ 2 3

絶
景

P
o
in

t 
1

福
禅

寺
・
対

潮
楼

絶
景

P
o
in

t 
5

グ
リ

ス
ロ

⇔
 い

ろ
は

丸

グ
リ

ス
ロ

⇔
 バ

ス

文
化

財
・
寺

町
筋

（
寺

社
仏

閣
地

区
）

パ
ー

ク
⇔

 グ
リ

ス
ロ

鞆
の

浦
第

1
駐

車
場

●

パ
ー

ク
⇔

 グ
リ

ス
ロ

Ｐ
Ｐ

Ｐ
Ｐ

「
日

東
第

一
形

勝
」
と

称
賛

さ
れ

た
福

禅
寺

・
対

潮
楼

７

●

鞆
支

所
（
展

望
台

）● ｱ
ｻ

ﾋ
ﾀ
ｸ
ｼ
ｰ

鞆
営

業
所

（
車

庫
）

●
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8

【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.1

運
用
エ
リ
ア
】

Ｃ
【

走
島

お
で

か
け

ル
ー

ト
】

ほ
ん

う
ら

本
浦

地
区

世
帯

数
：
1
5
8
世

帯
人

数
：
約

3
3
0
人

う
ら

と
も

浦
友

地
区

世
帯

数
：
3
5
世

帯
人

数
：
約

7
0
人

と
う

せ
ん

唐
船

地
区

世
帯

数
：
5
0
世

帯
人

数
：
約

1
0
0
人

鞆
～

走
島

航
路

（
１

日
５

便
運

航
）

お
で

か
け

P
o
in

t 
2

診
療

所
（
病

院
）

お
で

か
け

P
o
in

t 
3

公
民

館
・
ふ

れ
あ

い
ﾌ
ﾟﾗ

ｻ
ﾞ

複
合

施
設

（
高

齢
者

サ
ロ

ン
，

集
会

所
）

お
で

か
け

P
o
in

t 
1

フ
ェ

リ
ー

乗
り

場
（
走

島
フ

ェ
リ

ー
）

絶
景

ビ
ー

チ
・
天

女
が

浜
（
唐

船
地

区
）

最
小

幅
員

：
1
.8

m

最
小

幅
員

：
4
.0

m

最
小

幅
員

：
3
.1

m

3

2

1

32
1

お
で

か
け

P
o
in

t 
2

診
療

所
（
木

曜
の

み
）

●
民

宿
走

島

作
本

商
店

●
（
買

い
物

）

●
天

女
が

浜
（
海

水
浴

場
）

●
民

宿
和

光

●
唐

船
明

神
社

（
神

社
）

立
花

民
宿

●

●
高

橋
商

店
（
買

い
物

）

お
で

か
け

P
o
in

t 
3

公
民

館
・
ふ

れ
あ

い
ﾌ
ﾟﾗ

ｻ
ﾞ

複
合

施
設

走
島

お
で

か
け

支
援

事
業

運
行

ル
ー

ト
（
月

・
水

・
木

の
み

，
1
日

3
往

復
程

度
）

グ
リ

ス
ロ

⇔
 フ

ェ
リ

ー

Ｃ
－

１
コ

ー
ス

Ｃ
－

２
コ

ー
ス

お
で

か
け

P
o
in

t 
1

フ
ェ

リ
ー

乗
り

場

※
実

施
に

お
い

て
は

，
地

域
住

民
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

の
意

見
や

リ
ク

エ
ス

ト
に

も
対

応
し

な
が

ら
，

そ
の

ニ
ー

ズ
や

課
題

を
確

認
す

る
。
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9

【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.2

運
用
方
法
】

A
【

暮
ら

し
お

た
す

け
ル

ー
ト

】
B

【
絶

景
お

も
て

な
し

ル
ー

ト
】

C
【

走
島

お
で

か
け

ル
ー

ト
】

運
行

期
間

A
-
１

：
平

成
3
0
年

11
月

16
日

(金
)～

22
日

(木
)

A
-
２

：
平

成
3
0
年

11
月

23
日

(金
)～

29
日

(木
)

平
成

3
0
年

1
1月

16
日

(金
)～

29
日

(木
)

平
成

3
0
年

1
1月

19
日

(月
)

ル
ー

ト
長

A
-
１

：
約

５
．

９
㎞

、
A

-
2
：約

５
．

１
㎞

約
２

．
４

㎞
C

-
１

：
約

３
．

０
㎞

、
C

-2
：約

５
．

４
㎞

運
行

台
数

7
人

乗
り

ゴ
ル

フ
カ

ー
ト

1
台

7
人

乗
り

ゴ
ル

フ
カ

ー
ト

1
台

※
観

光
ガ

イ
ド

添
乗

あ
り

7
人

乗
り

ゴ
ル

フ
カ

ー
ト

1
台

※
B

の
車

両
を

回
す

運
行

時
間

帯
（
ﾀ
ﾞｲ

ﾔ
は

11
頁

の
通

り
）

8
：
3
0
～

10
：
30

2
便

1
2
：
3
0
～

1
3：

3
0

1
便

1
5
：
0
0
～

1
7：

0
0

2
便

9
：
0
0
～

17
：0

0
（
充

電
，

運
転

手
休

憩
等

を
含

む
）

8
：
0
0
～

16
：0

0
3
便

程
度

（
充

電
，

運
転

手
休

憩
等

を
含

む
）

運
行

形
態

・
バ

ス
事

業
者

（
鞆

鉄
道

㈱
）
運

行
・
定

時
定

路
線

運
行

・
タ

ク
シ

ー
事

業
者

（
ア

サ
ヒ

タ
ク

シ
ー

㈱
）運

行
・
エ

リ
ア

内
を

不
定

期
運

行
①

各
観

光
ス

ポ
ッ

ト
間

の
乗

合
運

行
②

デ
マ

ン
ド

型
の

タ
ク

シ
ー

（
乗

用
）
運

行

・
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
（
ひ

ま
わ

り
会

）
が

運
行

・
高

齢
者

お
で

か
け

支
援

事
業

（
福

祉
事

業
）

の
車

両
を

代
替

料
金

無
償

（
許

可
等

を
要

し
な

い
運

送
の

形
態

で
運

行
）

無
償

（
許

可
等

を
要

し
な

い
運

送
の

形
態

で
運

行
）

無
償

（
許

可
等

を
要

し
な

い
運

送
の

形
態

で
運

行
）

運
転

手
バ

ス
事

業
者

か
ら

の
役

務
提

供
（
二

種
免

許
運

転
手

に
よ

り
安

全
に

配
慮

）
タ

ク
シ

ー
事

業
者

か
ら

の
役

務
提

供
（
二

種
免

許
運

転
手

に
よ

り
安

全
に

配
慮

）
地

元
の

運
転

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

（
高

齢
者

）

車
庫

の
設

置
場

所
福

山
地

区
消

防
組

合
南

消
防

署
鞆

出
張

所
ア

サ
ヒ

タ
ク

シ
ー

鞆
営

業
所

公
民

館
・
ふ

れ
あ

い
プ

ラ
ザ

複
合

施
設

※
当

日
，

フ
ェ

リ
ー

で
搬

入
・
搬

出
の

予
定

※
路

線
バ

ス
の

運
行

時
間

と
重

複
し

な
い

時
間

帯
に

運
行

１
．

運
行

概
要

（
そ

の
１

）
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10

【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.2

運
用
方
法
】

A
【

暮
ら

し
お

た
す

け
ル

ー
ト

】
B

【
絶

景
お

も
て

な
し

ル
ー

ト
】

C
【

走
島

お
で

か
け

ル
ー

ト
】

利
用

者
確

保
方

法

・
町

内
会

長
連

合
会

と
連

携
し

，
鞆

地
区

に
実

証
実

験
実

施
前

に
広

報
チ

ラ
シ

の
全

戸
配

布

（
約

1
,6

6
0
世

帯
）
，

ポ
ス

タ
ー

の
掲

示
，

各
町

内
会

長
へ

の
周

知
の

徹
底

・
「
広

報
ふ

く
や

ま
」
や

新
聞

（
3
社

）
へ

の
掲

載

・
町

内
会

と
連

携
し

，
グ

リ
ー

ン
ス

ロ
ー

モ
ビ

リ

テ
ィ

乗
り

方
教

室
（
お

披
露

目
）
の

実
施

・
実

証
運

行
初

日
に

出
発

式
の

開
催

・
福

山
駅

構
内

に
あ

る
観

光
案

内
所

や
鞆

町

内
に

あ
る

観
光

情
報

セ
ン

タ
ー

な
ど

の
集

客
施

設
な

ど
で

チ
ラ

シ
や

ポ
ス

タ
ー

，
ポ

ッ
プ

な
ど

に

よ
る

広
告

宣
伝

・
地

元
の

観
光

ガ
イ

ド
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

鞆
の

浦
振

興
事

業
団

）
と

連
携

し
，

グ
リ

ー
ン

ス
ロ

ー
モ

ビ

リ
テ

ィ
利

用
の

働
き

か
け

・
福

山
市

公
式

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
や

Ｉｎ
ｓ
ｔａ

ｇ
ｒａ

ｍ
な

ど
の

Ｓ
Ｎ

Ｓ
な

ど
の

各
種

メ
デ

ィ
ア

を
活

用
し

た

情
報

発
信

の
実

施

・
走

島
学

区
ま

ち
づ

く
り

推
進

委
員

会
と

連
携

し
，

広
報

チ
ラ

シ
を

高
齢

者
お

出
か

け
支

援
事

業
の

関
係

者
お

よ
び

利
用

者
（
約

5
0人

）
に

配

布
し

，
周

知
の

徹
底

・
走

島
フ

ェ
リ

ー
の

運
航

時
刻

に
合

わ
せ

た

A
-
1
【
暮

ら
し

お
た

す
け

ル
ー

ト
（平

方
面

）
】の

運
行

時
刻

と
す

る
こ

と
で

，
走

島
住

民
の

利
用

促
進

効
果

検
証

方
法

・
地

域
住

民
や

運
行

者
（
鞆

鉄
道

）
な

ど
に

対
し

，

料
金

設
定

や
利

用
頻

度
，

課
題

な
ど

に
関

し

て
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施

・
車

体
に

Ｇ
Ｐ

Ｓ
シ

ス
テ

ム
を

搭
載

し
，

走
行

経

路
の

記
録

・
分

析
を

行
う

。

・
観

光
客

や
運

行
者

（ア
サ

ヒ
タ

ク
シ

ー
）な

ど

に
対

し
，

料
金

設
定

や
乗

り
心

地
な

ど
の

感
想

，

課
題

な
ど

に
関

し
て

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

・
車

体
に

Ｇ
Ｐ

Ｓ
シ

ス
テ

ム
を

搭
載

し
，

走
行

経

路
の

記
録

・
分

析
を

行
う

。

・
地

域
住

民
や

運
行

者
（
運

転
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
）

な
ど

に
対

し
，

乗
り

心
地

や
課

題
な

ど
に

関
し

て
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
。

・
車

体
に

Ｇ
Ｐ

Ｓ
シ

ス
テ

ム
を

搭
載

し
，

走
行

経

路
の

記
録

・
分

析
を

行
う

。

そ
の

他
・
実

証
調

査
は

無
料

運
行

す
る

が
，

本
格

運
行

は
有

料
運

行
と

す
る

。

・
実

証
調

査
は

無
料

運
行

す
る

が
，

本
格

運
行

は
有

料
運

行
と

す
る

。
・
こ

れ
ま

で
通

り
，

無
料

運
行

（
福

祉
事

業
）
と

す
る

。

１
．

運
行

概
要

（
そ

の
２

）
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【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.2

運
用
方
法
】

２
．

運
行

ダ
イ

ヤ
（
A

暮
ら

し
お

た
す

け
ル

ー
ト

）

鞆
港

鞆
支

所
バ

ス
セ

ン
タ

ー
藤

井
病

院
沼

南
医

院

徳
永

医
院

付
近

江
之

浦
元

町
会

館

JA
鞆

出
張

所
付

近

鞆
の

津
ふ

れ
あ

い
サ

ロ
ン

淀
媛

会
館

平
二

会
館

平
三

会
館

荒
神

社
前

平
三

会
館

平
二

会
館

淀
媛

会
館

鞆
の

津
ふ

れ
あ

い
サ

ロ
ン

JA
鞆

出
張

所
付

近

江
之

浦
元

町
会

館

徳
永

医
院

付
近

沼
南

医
院

藤
井

病
院

バ
ス

セ
ン

タ
ー

鞆
支

所
鞆

港

8:
30

8:
32

8:
33

8:
35

8:
37

8:
39

8:
40

8:
41

8:
41

8:
43

8:
45

8:
45

8:
47

9:
00

9:
02

9:
02

9:
04

9:
06

9:
06

9:
07

9:
08

9:
10

9:
12

9:
14

9:
15

9:
17

9:
40

9:
42

9:
43

9:
45

9:
47

9:
49

9:
50

9:
51

9:
51

9:
53

9:
55

9:
55

9:
57

10
:1

0
10

:1
2

10
:1

2
10

:1
4

10
:1

6
10

:1
6

10
:1

7
10

:1
8

10
:2

0
10

:2
2

10
:2

4
10

:2
5

10
:2

7

13
:1

0
13

:1
2

13
:1

3
13

:1
5

13
:1

7
13

:1
9

13
:2

0
13

:2
1

13
:2

1
13

:2
3

13
:2

5
13

:2
5

13
:2

7
13

:4
0

13
:4

2
13

:4
2

13
:4

4
13

:4
6

13
:4

6
13

:4
7

13
:4

8
13

:5
0

13
:5

2
13

:5
4

13
:5

5
13

:5
7

15
:0

0
15

:0
2

15
:0

3
15

:0
5

15
:0

7
15

:0
9

15
:1

0
15

:1
1

15
:1

1
15

:1
3

15
:1

5
15

:1
5

15
:1

7
15

:3
0

15
:3

2
15

:3
2

15
:3

4
15

:3
6

15
:3

6
15

:3
7

15
:3
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【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.2

運
用
方
法
】

３
．

利
用

者
確

保
方

法
の

事
例

平
・
御

幸
ル

ー
ト

チ
ラ

シ

観
光

ル
ー

ト
チ

ラ
シ

走
島

用
チ

ラ
シ

新
聞

報
道

広 報 誌

w
e
b版

広
報

誌

H
P で の お 知 ら せ
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【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.2

運
用
方
法
】

４
．

効
果

検
証

方
法

（
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

票
）

住 民 用 ア ン ケ ー ト

利 用 者 用 ア ン ケ ー ト

関 係 者 用 ア ン ケ ー ト
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【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.3

実
施
体
制
】

○
実

施
体

制
（
鞆

の
浦

「
し

お
ま

ち
（
潮

待
ち

）
モ

ビ
リ

テ
ィ

」
事

業
推

進
チ

ー
ム

を
設

置
予

定
）

○
地

方
公

共
団

体
内

で
の

役
割

分
担

団
体

名
役

割

福
山

市
実

証
調

査
責

任
者

，
関

係
機

関
と

の
連

絡
調

整
，

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
実

施

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
鞆

の
浦

振
興

事
業

団
観

光
ガ

イ
ド

の
輩

出

公
益

社
団

法
人

福
山

観
光

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ

ン
協

会
情

報
発

信
の

支
援

，
観

光
イ

ベ
ン

ト
と

の
連

携

鞆
鉄

道
株

式
会

社
（
会

長
が

福
山

商
工

会
議

所
会

頭
兼

観
光

コ
ン

ベ
ン

シ
ョ

ン
協

会
会

長
）

運
行

主
体

，
事

業
化

の
検

証
，

広
報

活
動

ア
サ

ヒ
タ

ク
シ

ー
株

式
会

社
（
社

長
が

広
島

県
タ

ク
シ

ー
協

会
副

会
長

兼
東

部
支

部
長

）
運

行
主

体
，

事
業

化
の

検
証

，
広

報
活

動

所
属

名
・
担

当
者

名
役

割

都
市

交
通

課
住

吉
孝

（
課

員
９

名
の

内
，

５
名

が
実

証
調

査
を

担
当

）

実
証

調
査

責
任

者
，

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
実

施
，

中
国

運
輸

局
・
福

山
西

警
察

署
・
交

通
事

業
者

（
バ

ス
・
タ

ク
シ

ー
）
等

と
の

調
整

情
報

発
信

課
中

津
雅

志
S

N
S

等
の

各
種

メ
デ

ィ
ア

を
活

用
し

た
情

報
発

信

観
光

課
久

保
正

敬
観

光
事

業
者

等
と

の
調

整

企
画

政
策

課
神

原
明

子
自

動
運

転
技

術
（
群

馬
大

学
と

実
証

実
験

で
連

携
中

）
な

ど
関

連
事

業
と

の
調

整

文
化

振
興

課
畑

信
次

【
日

本
遺

産
魅

力
発

信
事

業
】
な

ど
関

連
事

業
と

の
調

整

都
市

計
画

課
鈴

木
裕

鞆
地

区
の

地
域

住
民

（
町

内
会

連
合

会
）
や

広
島

県
と

の
調

整

土
木

管
理

課
木

村
達

也
道

路
管

理
者

と
し

て
協

議

3-128



15

【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.4

関
係
機
関
と
の
調
整
状
況
】

項
目

団
体

名
調

整
状

況
備

考

公
共

交
通

機
関

バ
ス

鞆
鉄

道
株

式
会

社
①

同
意

済
②

相
談

中
③

今
後

実
施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

事
業

化
の

意
向

が
強

い

タ
ク

シ
ー

ア
サ

ヒ
タ

ク
シ

ー
株

式
会

社
①

同
意

済
②

相
談

中
③

今
後

実
施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

事
業

化
の

意
向

が
強

い

行
政

道
路

管
理

者
広

島
県

東
部

建
設

事
務

所
管

理
課

①
同

意
済

②
相

談
中

③
今

後
実

施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

県
道

関
係

の
調

整

道
路

管
理

者
福

山
市

建
設

局
土

木
部

土
木

管
理

課
①

同
意

済
②

相
談

中
③

今
後

実
施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

市
道

関
係

の
調

整

地
方

運
輸

局
・
支

局
中

国
運

輸
局

・
広

島
運

輸
支

局
①

同
意

済
②

相
談

中
③

今
後

実
施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

事
業

化
後

の
運

行
形

態
に

つ
い

て
協

議
済

み

警
察

福
山

西
警

察
署

①
同

意
済

②
相

談
中

③
今

後
実

施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

特
に

，
安

全
面

や
交

通
へ

の
影

響
に

つ
い

て
協

議
済

み

そ
の

他
観

光
協

会
公

益
社

団
法

人
福

山
観

光
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

協
会

①
同

意
済

②
相

談
中

③
今

後
実

施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

観
光

用
の

音
声

ガ
イ

ド
器

機
の

提
供

福
祉

団
体

等
走

島
町

ひ
ま

わ
り

会
①

同
意

済
②

相
談

中
③

今
後

実
施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

来
年

度
の

車
両

更
新

に
お

い
て

採
用

を
検

討

地
域

住
民

鞆
町

内
会

連
合

会
①

同
意

済
②

相
談

中
③

今
後

実
施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

地
域

へ
の

チ
ラ

シ
配

布
や

声
か

け
な

ど
の

協
力

そ
の

他
N

P
O

法
人

鞆
の

浦
振

興
事

業
団

①
同

意
済

②
相

談
中

③
今

後
実

施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

観
光

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ガ
イ

ド
の

添
乗
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○
構

想
の

実
現

に
向

け
た

中
長

期
の

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

○
事

業
化

後
の

事
業

ス
キ

ー
ム

【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.5

事
業
化
に
向
け
た
検
討
】

実
施

内
容

平
成

30
年

度

平
成

31
年

度

平
成

32
年

度
・
・
・
・

第
1四

半
期

第
2四

半
期

第
3四

半
期

第
4四

半
期

グ
リ

ー
ン

ス
ロ

ー
モ

ビ
リ

テ
ィ

実
証

実
験

（
鞆

の
浦

）
の

実
施

と
評

価
分

析

車
両

の
購

入
，

評
価

分
析

を
受

け
て

地
元

や
関

係
各

所
と

調
整

有
料

で
の

実
証

運
行

調
査

（
長

期
：
1～

2カ
月

）
※

鞆
鉄

道
，

ア
サ

ヒ
タ

ク
シ

ー
を

想
定

関
係

機
関

（
地

域
公

共
交

通
会

議
・
運

輸
局

等
）
と

の
最

終
調

整

鞆
の

浦
地

域
で

の
グ

リ
ー

ン
ス

ロ
ー

モ
ビ

リ
テ

ィ
本

格
運

行

他
の

地
域

（
福

山
城

な
ど

）
で

の
事

業
展

開
に

向
け

た
協

議
・
調

整
・
導

入

運
営

主
体

（
福

山
市

）

鞆
町

バ
ス

事
業

者
（
鞆

鉄
道

株
式

会
社

）
主

に
「
地

域
住

民
」
が

利
用

鞆
町

タ
ク

シ
ー

事
業

者
（
ア

サ
ヒ

タ
ク

シ
ー

株
式

会
社

）

委
託

運
行

有
償

運
送

運
賃

：
バ

ス
料

金
相

当

有
償

運
送

運
賃

：
タ

ク
シ

ー
料

金
相

当

一
般

乗
合

旅
客

自
動

車
運

送
事

業
一

般
乗

用
旅

客
自

動
車

運
送

事
業

（
区

域
運

行
）

一
般

乗
合

旅
客

自
動

車
運

送
事

業
（
路

線
定

期
運

行
）

主
に

「
観

光
客

」
が

利
用

乗
客

自
主

運
行

走
島

町
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
（
走

島
町

ひ
ま

わ
り

会
）

無
償

運
送

（
運

転
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
）

地
域

介
護

予
防

活
動

支
援

事
業

（
高

齢
者

の
お

で
か

け
支

援
事

業
）

概
ね

7
5
歳

以
上

の
高

齢
者

（
登

録
制

）

委
託

運
行

（
福

祉
事

業
）

Ａ
：
暮

ら
し

お
で

か
け

ル
ー

ト

Ｂ
：
絶

景
お

も
て

な
し

ル
ー

ト

Ｃ
：
走

島
お

で
か

け
ル

ー
ト

運
賃

：
無

料
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【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.6

そ
の
他
（
※
記
載
は
任
意
）
】

鞆
の

浦
の

地
域

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
と

し
て

，
グ

リ
ー

ン
ス

ロ
ー

モ
ビ

リ
テ

ィ
を

活
用

様
々
な
デ
ザ
イ
ン
が
施
さ
れ
た
，
み
ん
な
に
愛
さ
れ
る
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ

ィ

Ａ
案

：
地

域
に

愛
さ

れ
た

鞆
軽

便
鉄

道
「
ラ

ッ
キ

ョ
汽

車
」

○
「
ラ

ッ
キ

ョ
汽

車
」
と

は
，

現
在

の
鞆

鉄
道

株
式

会
社

（
バ

ス
事

業
者

）
の

前
身

で
あ

る
鞆

軽
便

鉄
道

株
式

会
社

（
明

治
4
3
年

～
大

正
1
5
年

）
が

，
福

山
駅

か
ら

鞆
の

浦
ま

で
運

行
し

て
い

た
，

煙
突

が
ラ

ッ
キ

ョ
ウ

に
似

て
い

る
こ

と
か

ら
地

域
の

方
々

か
ら

親
し

ま
れ

て
呼

ば
れ

て
い

た
汽

車
。

○
グ

リ
ー

ン
ス

ロ
－

モ
ビ

リ
テ

ィ
を

本
格

導
入

す
る

際
に

，
車

両
の

デ
ザ

イ
ン

に
「
ラ

ッ
キ

ョ
汽

車
」
を

モ
チ

ー
フ

と

す
る

こ
と

で
，

地
域

住
民

に
親

し
み

，
愛

さ
れ

る
モ

ビ
リ

テ
ィ

に
な

る
こ

と
が

期
待

で
き

る
。

⇒
「
暮

ら
し

お
た

す
け

ル
ー

ト
（
地

域
住

民
の

移
動

支
援

）
」
を

行
う

車
両

の
モ

チ
ー

フ

Ｂ
案

：
鞆

の
浦

を
全

国
区

に
広

め
た

「
崖

の
上

の
ポ

ニ
ョ

」

○
2
0
0
8
年

に
公

開
さ

れ
た

「
崖

の
上

の
ポ

ニ
ョ

」
は

，
宮

崎
駿

監
督

が
鞆

の
浦

に
滞

在
し

て
構

想
が

練
ら

れ
，

映
画

に
出

て
く
る

数
々

の
シ

ー
ン

が
，

鞆
の

浦
を

イ
メ

ー
ジ

さ
せ

る
こ

と
か

ら
，

鞆
の

浦
を

一
躍

全
国

区
に

広
め

た
。

○
そ

の
舞

台
で

あ
る

鞆
の

浦
の

町
中

を
走

る
グ

リ
ー

ン
ス

ロ
ー

モ
ビ

リ
テ

ィ
に

，
ポ

ニ
ョ

が
乗

船
し

て
い

た
お

も
ち

ゃ

の
船

な
ど

作
品

を
イ

メ
ー

ジ
さ

せ
る

デ
ザ

イ
ン

に
す

る
こ

と
で

，
映

画
の

舞
台

を
巡

る
楽

し
み

が
広

が
り

，
観

光

客
に

人
気

の
モ

ビ
リ

テ
ィ

に
な

る
こ

と
が

期
待

で
き

る
。

⇒
「
絶

景
お

も
て

な
し

ル
ー

ト
（
観

光
客

の
散

策
支

援
）
」
を

行
う

車
両

の
モ

チ
ー

フ

魅
力

的
な

地
域

資
源

を
モ

チ
ー

フ
に

し
た

グ
リ

ー
ン

ス
ロ

ー
モ

ビ
リ

テ
ィ

を
「

地
域

の
象

徴
」

と
し

て
回

遊
走

行
さ

せ
る

こ
と

で
，

地
域

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
と

し
て

活
用

鞆
軽

便
鉄

道
「
ラ

ッ
キ

ョ
汽

車
」

鞆
町

内
に

点
在

す
る

ポ
ニ

ョ
を

モ
チ

ー
フ

と
し

た
観

光
ス

ポ
ッ

ト
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18

【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.6

そ
の
他
（
※
記
載
は
任
意
）
】

西
日

本
豪

雨
災

害
に

お
け

る
「

鞆
の

浦
」

周
辺

の
被

災
状

況
と

観
光

客
へ

の
影

響

今
回

の
「

グ
リ

ー
ン

ス
ロ

ー
モ

ビ
リ

テ
ィ

実
証

事
業

」
を

最
大

限
に

活
か

し
，

「
鞆

の
浦

」
の

新
た

な
観

光
ツ

ー
ル

と
し

て
積

極
的

に
情

報
発

信
し

，
西

日
本

豪
雨

災
害

の
風

評
被

害
か

ら
観

光
客

を
早

期
に

呼
び

戻
す

ひ
と

つ
の

き
っ

か
け

と
し

た
い

。

〇
西

日
本

豪
雨

で
は

，
福

山
市

で
は

，
観

測
史

上
１

位
と

な
る

雨
量

を
記

録
し

，
広

島
県

内
で

最
大

の
約

２
０

０
０

ｈ
ａ
に

及
ぶ

浸
水

被
害

，
約

１
２

０
０

戸
の

床
上

浸
水

，
多

く
の

た
め

池
の

決
壊

，
大

規
模

な
山

腹
崩

壊
な

ど
，

死
傷

者
を

出
す

甚
大

な

被
害

が
発

生
。

〇
鞆

の
浦

に
お

い
て

も
，

鞆
の

浦
に

つ
な

が
る

県
道

福
山

鞆
線

や
観

光
道

路
で

あ
る

グ
リ

ー
ン

ラ
イ

ン
（
県

道
後

山
公

園
洗

谷

線
）
な

ど
の

周
辺

道
路

で
，

土
砂

崩
れ

や
道

路
陥

没
な

ど
が

発
生

し
，

一
時

的
に

鞆
の

浦
へ

の
進

入
路

が
遮

断
。

現
在

は

，
道

路
の

復
旧

作
業

に
着

手
し

，
生

活
幹

線
道

路
は

応
急

復

旧
完

了
済

（
実

証
調

査
エ

リ
ア

へ
の

影
響

は
な

い
）
。

〇
鞆

の
浦

の
観

光
施

設
の

被
災

は
免

れ
た

も
の

の
，

周
辺

地

域
で

の
鉄

道
や

高
速

道
路

な
ど

の
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

が
被

災

を
受

け
た

こ
と

も
あ

り
，

風
評

被
害

に
よ

り
宿

泊
施

設
は

キ
ャ

ン
セ

ル
が

相
次

ぎ
，

市
営

渡
船

（
平

成
い

ろ
は

丸
）
の

利
用

者

は
例

年
の

２
/
３

程
度

な
ど

，
観

光
シ

ー
ズ

ン
に

大
き

な
影

響
。

②
土

砂
崩

れ
急

傾
斜

白
茅

地
区

④
土

砂
流

出
，

冠
水

県
道

福
山

鞆
線

（
ス

カ
イ

ラ
イ

ン
入

口
）

③
土

砂
崩

れ
県

道
福

山
鞆

線

⑤
治

山
堰

堤
（

医
王

寺
裏

）

⑧
堆

砂
（

平
漁

港
）

⑨
土

砂
崩

れ
県

道
後

山
公

園
洗

谷
線

⑦
治

山
堰

堤
（

平
谷

川
）

①
土

砂
流

出
県

道
福

山
鞆

線

⑥
砂

防
堰

堤
（

清
水

川
）

鞆
の

浦
周

辺
の

被
災

状
況

市
内

山
手

町
付

近
の

浸
水

被
害

県
道

福
山

鞆
幹

線
の

被
害

（
③

付
近

）
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3.5.2 実証調査の実施 

1) 実証調査概要 

実証調査については以下の通り実施した。 

 

表 実証調査概要 

■調査概要

■役割分担

調査主体 福山市建設局都市交通課

運行主体 A：鞆鉄道㈱、B：アサヒタクシー㈱、C：地元の運転ボランティア（高齢者）

その他 観光ガイド：福山観光コンベンション協会，NPO法人鞆の浦振興事業団

A：暮らしおたすけルート
（１号車）

B：絶景おもてなしルート
（２号車）

C：走島おでかけルート
（２号車）

概
要

実施期間

[A-1（平地区）] 
11月16日(金)～22日(木)
[A-2（御幸地区）]
11月23日(金)～29日(木)

11月16日(金)～18日(日)、
20日(火)～29日(木)

11月19日(月)

運行形態
定時定路線運行 エリア内の不定期運行

・観光ｽﾎﾟｯﾄ間の乗合運行
・ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ型のタクシー運行

既存の高齢者お出かけ支援
事業の一環（車両を代替）

運行本数、
運行時刻

5便/日
※路線バスと重複しない時間帯
に運行

9:00～17:00
※利用者の要望に応じて運行
※充電、運転手休憩等を含む

8:00～16:00
※利用者の要望に応じて運行
※充電、運転手休憩等を含む

導入車両 ヤマハゴルフカート（7人乗り） 2台

鞆支 所

ﾊ ﾞ ｽｾﾝﾀｰ

藤 井 病 院

ふ れ あ い プ ラザ
（ 高 齢 者 サロン）

市 営 渡 船 場

県 営 桟 橋
（ 走 島 ﾌｪﾘｰ）

常 夜 燈
歴 史 民 俗
資 料 館

福 禅 寺 ・
対 潮 楼

医 王 寺

沼 名 前 神社

A-2：暮らしおたすけルート
（御幸地区）

B：絶景おもてなしルート

ふれ あ い サ ロン
（ 包 括 支援ｾﾝﾀｰ）

A-1：暮らしおたすけルート
（平地区）

C-2コース

C:走島おでかけルート

〔唐船地区〕

〔浦友地区〕

〔本浦地区〕

診 療 所
公 民 館 ・
ふ れ あ い プ ラザ

ﾌ ｪ ﾘｰのりば
（ 走 島 ﾌｪﾘｰ）

C-1コース

〔御幸地区〕

〔平地区〕
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2) 実証調査の様子 

 

図 実証調査の様子 
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3) 広報資料 

利用者確保のための広報資料については以下の通り作成した。 

 

  

図 自治体が作成した広報資料 
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3.5.3 実証調査の成果 

以下に実証調査の成果概要を示す。 

 

1) 利用実態 

① 利用者数 

14日間合計で全ルート合計延べ1,071名の利用があった。1日平均利用者数は76.5人、乗車定員に占

める利用者数は、暮らしおたすけルート：91.8%、絶景おもてなしルート：59.3%、走島おでかけル

ート：42.3％であった（日別利用者数の詳細は次頁に示す）。実験期間中の天気・気温の大きな変動

が無かったことから、気象条件と利用者数の明確な関連性は確認できなかった。 

利用者数の目標として、当初は300人程度を見込んでいたが、好評で予想を上回る利用があったた

め、途中から目標1,000人に上方修正した。1号車：暮らしおたすけルートの利用者は高齢者の女性が

多く，60歳以上が78％、女性が78％を占める。中でも、70歳以上の女性が多く全体の50％を占める。

2号車：絶景おもてなしルートは，20～70歳代の幅広い年代で一様に利用され，市外に居住する利用

者も87％と多く，観光客に幅広く利用されたものと考えられる。 

 

表 利用者数総括 

延べ利用者数 1,071 人 
※暮らしおたすけルート 369 人 
※絶景おもてなしルート 669 人  
※走島おでかけルート33人 

1 日平均利用者数 76.5 人 
※暮らしおたすけルート 26.3 人 
※絶景おもてなしルート 51.5 人 
※走島おでかけルート33人（1日のみ運行） 

延べ利用者数÷（便数×車両定員） 暮らしおたすけルート：91.8% 
絶景おもてなしルート：59.3% 
走島おでかけルート：42.3％ 
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表
 
利
用

実
態
 

走
島

絶
景

お
も

て
な

し
ル

ー
ト

日
合

計
8
:3

0
発

9
:4

0
発

1
3
:1

0
発

1
5
:0

0
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1
6
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5
発

日
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計
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2
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1
5
:0
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6
:0
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:0

0
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1
6
:0
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0
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0
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1
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0

6
3
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0
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9
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4
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-
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-
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8

9
6
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0
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8
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1
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日
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1
8
.1

7
.3
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1
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1
4

1
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-
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-
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-

-
-
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0

7
1

2
0
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曇
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5
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8
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3
6
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1
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1
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1
-
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4

1
0
0
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0
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3
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0
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図 利用者の状況（性別、年齢） 

19歳

以下

20歳

代

30歳

代

40歳

代

50歳

代

60歳

代

70歳

代

80歳

以上

男性 6 23 22 32 36 40 27 7

女性 8 42 38 55 73 62 48 4

6

23 22
32 36 40

27

78

42 38

55

73
62

48

4
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19歳

以下

20歳

代

30歳

代

40歳

代

50歳

代

60歳
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代
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以上

男性 0 0 0 0 0 0 0 2

女性 0 0 0 0 0 2 6 15

0 0 0 0 0 0 0
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0 0 0 0 0
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6

15

0

5

10

15

20

19歳

以下

20歳

代

30歳

代

40歳

代

50歳

代

60歳

代

70歳

代

80歳

以上

男性 0 0 0 1 2 1 9 4

女性 1 0 5 3 5 11 27 17

0 0 0 1 2 1

9
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1 0

5
3

5

11

27

17

0

5

10

15

20

25

30

19歳
以下

20歳
代

30歳
代

40歳
代

50歳
代

60歳
代

70歳
代

80歳
以上

男性 6 23 22 33 38 41 36 13

女性 9 42 43 58 78 75 81 36

6

23 22
33

38 41
36

139

42 43
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78 75
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36

0
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20
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観
光
客 
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計
５
２
３
人
）  

走
島
町 

（合
計
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② 総走行距離・環境負荷軽減効果 

期間中総走行距離は666台・kmであり、乗用車との比較によるグリーンスローモビリティ導入に伴

うCO2削減効果は140kg-CO2であった。 

 

表 総走行距離・環境負荷軽減効果 

期間中総走行距離（回送は含まない） 666台・km 
CO2 削減効果（乗用車との比較） 140kg-CO2 

 

【環境負荷軽減効果について】 

・同じ距離の輸送を小型車量（ガソリン車）で代替した場合との比較によりCO2削減効果を計測。 

・グリーンスローモビリティ運行に伴う電力消費に関連するCO2排出量はゼロとして取扱う。 

・小型車両のCO2排出原単位については平均旅行速度20km/hの小型に相当する210g-CO2/km・台とし

て設定した（国土技術政策総合研究所資料 第671号「道路環境影響評価等に用いる自動車排出係

数の算定根拠（平成22年度版）」）。 

 

2) 運営者側の声 

狭い路地を通行でき、観光客や地元住民の移動手段として有効であることが確認された。また、当

初は低速度のため渋滞や安全面を危惧した運転手が多かったが、狭い路地では20km/hという速度が

必要十分なスピードであるという意見が多く寄せられた。 

一方で、窓が無いことから冬場については防寒対策が必要である点、ワンマン運転時に運転手が雨

カバーを上げ下げすることが難しい点、乗車定員が少ないため定期路線では積み残しが懸念される点

など、車体の特性に関しては今後改善の余地があるという意見が寄せられている。 

 

3) 利用者側の声 

実証調査前の地域住民に対する聞き取りにおいては、車両のスピードが遅いことから、一般交通へ

の影響が懸念されていたが、実証実験後のアンケート結果では全体的に高評価であり、速度に関する

ネガティブな意見は少なかった。しかし、「窓がないこと」への住民評価が低く、特に窓が無いこと

による気温・雨・風などの影響に対しては低評価が集中した。 

今後の本格導入に対しては、鞆町住民、観光客共に必要とされており、全体的に低評価である項目

がほとんどないことから、本格導入に向けた検討が必要と思われる。しかし、走島町では悪天候（海

岸付近での突風や波しぶき）への対応の観点から、不要の方が多かったことから、導入の必要性やル

ート設定等について再考が必要である。 
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《アンケート結果抜粋》 

問：しおまち（潮待ち）モビリティに乗った感想について 

全体的に高評価であり、ネガティブな意見は少ない。ただし、窓が無いことによる気温・雨・風の

影響については改善の余地があるという意見が多く寄せられた。 

 

図 しおまち（潮待ち）モビリティに乗った感想 

3-140



問：しおまち（潮待ち）モビリティの今後の本格運行の必要性について 

今後の本格導入に対しては、鞆町住民、観光客共に必要とされており、全体的に低評価である項目

がほとんどなかった。一方で走島については不要という意見が多い。 

 

 

図 しおまち（潮待ち）モビリティの今後の本格運行の必要性 
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